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は
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が
き

　

ミ
ル
の
学
問
上
の
成
果
は
論
理
学
、
古
典
派
経
済
学
、
功
利
主
義
、
議
会
政
治
、

お
よ
び
婦
人
論
な
ど
多
彩
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
「
自
由
論
」O

n Liberty,

1859

を
基
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
十
九
世
紀
世
界
経

済
が
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
指
導
の
も
と
に
、
先
例
な
き
繁
栄
を
来
た
し
た
時
代

の
産
物
と
い
え
た
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
「
世
界
の
工
場
」
の
地
位
に
あ
っ

て
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
長
期
ブ
ー
ム
」
の
黄
金
時
代
の
真
只
中
に
あ
っ
て
、
国
家
介

入
を
不
要
と
さ
れ
、
国
家
は
「
必
要
悪
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
社
会
思
想
状
況
と
い

う
異
例
な
環
境
の
産
物
だ
っ
た
。
自
由
思
想
と
と
も
に
道
徳
も
知
識
も
自
由
党
執

政
も
榮
え
た
。
し
か
し
、
世
紀
末
か
ら
二
つ
の
世
界
大
戦
、
冷
戦
と
旧
社
会
主
義

諸
国
の
崩
壊
ま
で
は
恵
ま
れ
た
時
期
で
な
く
、
ゆ
え
に
衰
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

旧
に
倍
す
る
活
況
を
迎
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
文
明
国
と
く
に
英
語
圏
諸
国
に

あ
っ
て
研
究
は
絶
え
ず
累
積
し
続
け
て
き
た
。
他
方
、
非
文
明
国
は
自
由
思
想
と

そ
の
研
究
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
と
い
え
ど
も
、
再
興
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
は
探
究
を
要
す
る
と
は
い
え
、
簡
単
に
云
え
ば
、
非
文
明
国
の
住

民
に
と
っ
て
日
常
生
活
上
「
自
由
」
と
い
う
感
覚
は
な
じ
め
な
か
っ
た
か
ら
で
な

い
か
と
思
う
。
本
稿
で
は
ま
ず
「
自
由
論
」
は
何
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を

扱
っ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
、
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
が
国
の
現
状
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
自
由
論
」
が
発
刊
後
百
五
〇
年
ほ
ど
経
て
、
な
お
有

効
性
を
持
続
し
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
を
扱
っ
て
み
た
。
第
三
に
、
ミ
ル
に

は
社
会
主
義
論
が
十
九
世
紀
の
当
時
な
が
ら
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
ら

の
論
述
と
い
う
の
で
は
な
く
、
諸
論
稿
の
批
判
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
自
由
論
」

と
い
う
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
る
こ
と
自
体
、
重
要
性
を
も
つ
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
現
時
点
の
転
形
期
に
何
ん
な
貢
献
が
あ
り
う
る
か
を
考
察
し
て
み
た

い
。
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ミ
ル
『
自
由
論
』
の
真
の
テ
ー
マ
は
何
か
？

　

ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（John Stuart M

ill,1806 －
73

）
は
、
十

九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
生
ん
だ
、
最
も
高
名
な
、
経
済
学
者
、
哲
学
者
で
あ
る
が
と

く
に
組
織
化
さ
れ
た
自
由
主
義
思
想
の
主
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
自
主
的
に
産
業
革
命
を
果
し
え
た
唯
一
の
国
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
経

済
を
リ
ー
ド
し
形
成
し
た
実
績
の
上
に
、
自
ら
近
代
的
な
政
治
、
社
会
、
科
学
と

敎
育
お
よ
び
文
明
社
会
を
展
開
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
う
え
西
欧
文
明
社
会

を
築
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
は
「
世
界
の
工
場
」
に
立
脚
し
た

資
本
主
義
的
経
済
社
会
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は
新
し
く
出
現
し
た
中
産
階
級
と

労
仂
者
階
級
で
あ
っ
た
。
飛
躍
的
に
発
展
を
続
け
る
経
済
社
会
の
真
只
中
に
あ
っ

て
そ
の
担
手
で
あ
る
彼
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
構
成
と
そ
れ
を
つ
つ
む
旧
来
の

政
治
、
経
済
政
策
、
生
活
と
労
仂
な
ど
の
あ
り
方
、
と
く
に
知
識
、
道
徳
、
そ
し

て
考
え
方
を
自
分
た
ち
に
調
和
す
る
よ
う
改
め
て
欲
し
い
と
す
る
、
刷
新
の
ム
ー

0

0

0

0

0

ド0

が
わ
き
上
っ
て
き
て
い
た
。
刷
新
は
過
去
の
政
策
、
存
在
様
式
そ
し
て
行
動
様

式
、
過
去
の
腐
敗
や
あ
や
ま
ち
の
取
り
消
し
を
ふ
く
む
、
変
革
運
動
と
し
て
現
れ

て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
大
別
す
れ
ば
経
済
的
側
面
と
政
治
、
行
政
、

参
政
権
の
側
面
な
ど
が
あ
る
。
経
済
的
側
面
で
は
重
商
主
義
政
策
を
廃
止
し
、
私

的
な
個
々
の
商
社
・
企
業
の
自
由
な
参
入
を
認
め
国
家
介
入
を
で
き
る
限
り
廃
止

し
た
。
そ
の
一
つ
の
大
き
な
事
件
は
、
地
主
や
旧
式
の
経
営
の
た
め
に
あ
る
穀
物

法
廃
止
運
動
が
勝
利
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
政
治
、
社
会
側
面
で
は
、
貿
易
、

資
本
、
技
術
、
熟
練
労
仂
者
の
、
取
引
や
移
動
の
自
由
が
み
と
め
ら
れ
た
。

「
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
が
原
則
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
保
護
主
義
に
反
対
し
て
自

由
主
義
政
策
が
認
め
ら
れ
た
。
他
方
、
労
仂
者
保
護
と
し
て
は
工
場
法
、
救
貧
法

の
施
行
と
改
良
、
団
結
・
組
織
化
の
自
由
が
進
ん
だ
。
国
家
は
市
民
生
活
と
経
済

に
介
入
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

　

右
に
述
べ
た
こ
と
を
、
一
部
な
が
ら
具
体
的
な
姿
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。
当
時

の
雰
囲
気
・
つ
ま
り
時
代
の
精
神
を
察
す
る
一
助
と
な
ろ
う
。
Ｒ
・
リ
ー
ブ
ズ

（R
.R

eeves

）
氏
『
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
』
（
二
〇
〇
七
）
に
よ

る
と
、
「
一
八
二
五
年
か
ら
一
八
三
五
年
の
間
に
五
十
四
の
鉄
道
設
置
の
許
可
法

が
通
過
（
パ
ス
）
し
、
続
く
二
ヵ
年
に
三
十
九
の
鉄
道
線
の
立
法
が
議
会
を
通
っ

た
。
…
リ
バ
プ
ー
ル
―
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
鉄
道
の
開
始
〔
一
八
三
〇
〕
は
改
革
の

一
〇
年
の
幕
開
け
を
印
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
〔　

〕
、
傍
点
は
引
用
者
、

Reeve, op.cit.,p.87

）
（
１
）

続
い
て
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
鉄
道
網
と
道
路

網
の
網
の
目
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
人
民
と
彼
ら
の
思
想
の
一
層
大
き
な
自
由
な
運

動
が
拡
が
り
、
と
ど
め
よ
う
も
な
く
政
治
変
革
は
進
ん
だ
。
…
〔
こ
の
よ
う
な
な

か
で
起
っ
た
第
一
回
選
挙
法
改
正
（T

he G
reat R

eform
 A

ct,1832

）
の
結

果
〕
三
十
六
万
六
千
人
の
選
挙
人
は
六
十
四
万
六
千
人
に
激
増
、
五
十
六
以
上
の

腐
敗
選
挙
区
の
廃
止
な
ど
の
ほ
か
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
そ
し
て

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
の
よ
う
な
商
工
業
の
大
都
市
に
初
め
て
議
席
が
配
置
さ
れ
、
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ま
た
都
市
特
別
法
も
発
令
さ
れ
た
。
他
方
で
は
、
選
挙
権
付
与
は
労
仂
者
階
級

（
男
女
）
に
及
ば
ず
や
が
て
チ
ャ
ー
チ
ィ
ス
ト
運
動
に
及
ん
だ
の
だ
。（
２
）」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
三
〇
年
代
は
、
近
代
国
家
と
市
民
社
会
の
土
台
石

（the foundation stones

）
が
築
か
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
が
、
諸
分
野
へ
の

知
的
活
動
家
が
進
出
し
た
の
は
、
ジ
ェ
リ
ミ
・
ベ
ン
サ
ム
と
ベ
ン
サ
ム
主
義
者

（Bentham
 and Bentham

ite

）
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
「
一
八
三
〇
年

代
は
、
進
ん
だ
合
理
主
義
主
義
者
で
あ
っ
た
ベ
ン
サ
ム
主
義
者
が
統
治
分
野

（governm
ent

）
へ
の
進
出
が
急
に
立
ち
上
っ
て
ゆ
く
の
を
示
し
た
」

（R.Reeves, op.cit.,p.88

）
歴
史
家
Ｇ
・
Ｍ
・
ト
レ
ベ
リ
ア
ン
に
よ
る
と
「
ベ
ン

サ
ム
主
義
の
急
進
主
義
者
た
ち
が
、
ウ
ィ
グ
党
機
関
に
よ
り
な
が
ら
行
う
活
躍
の

高
波
の
う
ね
り

0

0

0

0

0

0

を
示
し
た
」
と
し
る
し
て
い
る
。
（ibid,

傍
点
原
文
）
も
っ
と
も
、

ベ
ン
サ
ム
自
身
は
一
八
三
二
年
選
挙
法
改
正
の
同
じ
年
、
同
法
発
布
直
前
に
没
し

て
い
る
。

　

ミ
ル
自
身
は
一
八
〇
六
年
の
誕
生
で
あ
り
、
二
〇
才
代
・
三
〇
才
代
に
、
東
イ

ン
ド
会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
研
究
者
と
し
て
既
に
み
た
「
黄
金
時
代
」
に
あ
る
イ

ギ
リ
ス
社
会
の
気
品
あ
る
高
潔
な
キ
リ
ス
ト
敎
的
リ
ベ
ラ
ル
な
潮
流
を
経
験
し
意

識
の
な
か
に
く
み
取
っ
て
い
た
。
彼
は
経
験
主
義
を
重
ん
じ
て
い
た
。
一
八
五
五

年
一
月
、
ミ
ル
か
ら
ハ
リ
エ
ト
（
妻
）
に
語
っ
た
中
で
「
〔
「
自
由
」
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
〕
私
に
は
こ
れ
以
上
に
求
め
ら
れ
る
良
い
テ
ー
マ
は
な
い
よ
う
だ
。
…

世
論
の
傾
向
も
ま
す
ま
す
「
自
由
」
に
向
っ
て
ゆ
く
方
向
性
が
強
ま
っ
て
い
る
。

今
日
の
社
会
改
良
家
の
殆
ん
ど
の
人
の
目
論
見
も
、
実
際
「
自
由
志
向
」

（Liberticide

）
だ
。
」
と
あ
る
と
、
コ
リ
ニ
は
引
用
し
て
い
る
。
（Stefan 

Collini,1989,p.xi

）
（
３
）

ミ
ル
は
夫
人
と
研
究
・
出
版
の
綿
密
な
る
話
し
を
交
し
て
い

る
な
か
で
、
ミ
ル
の
「
自
由
論
」
の
叙
述
出
版
の
計
画
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て

い
る
。
手
紙
類
が
「
ミ
ル
全
集
」
に
す
べ
て
公
開
収
録
さ
れ
た
現
在
、
從
来
不
明

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
殆
ど
解
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
コ
リ
ニ
の
前
掲
書
に
は
、

右
の
引
用
に
つ
づ
い
て
、
「
自
由
論
」
が
執
筆
計
画
の
リ
ス
ト
に
初
見
し
た
の
は

一
八
五
四
年
頃
で
、
翌
春
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
夫
妻
の
旅
の
中
で
、
そ
れ
を
単
独
の

本
の
テ
ー
マ
と
す
る
考
え
に
固
っ
て
き
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（ibid,xi

）
（
４
）

ミ
ル
自
身
の
思
想
の
成
熟
し
た
段
階
は
、
功
利
主
義
説
の
批
判
・
離

脱
・
再
編
・
吸
収
と
経
て
き
た
段
階
と
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ル
夫
妻
の
結
婚
（
一
八

五
一
）
、
「
自
由
論
」
執
筆
開
始
（
一
八
五
四
）
、
東
イ
ン
ド
会
社
退
社
・
妻
の

死
没
（
一
八
五
八
）
、
「
自
由
論
」
出
版
（
一
八
五
九
）
、
「
代
議
制
統
治
論
」

出
版
（
一
八
六
一
）
、
「
ミ
ル
・
功
利
主
義
論
」
出
版
（
一
八
六
二
）
と
続
い
て

い
る
。
な
お
こ
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
「
自
由
党
」
が
一
八
五
九
年
六
月
に
、
「
自
由

論
」
出
版
と
同
じ
年
に
、
新
し
い
政
党
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。

　

「
自
由
論
」
は
「
政
治
思
想
史
に
お
け
る
数
少
な
い
文
句
な
し
の
古
典
的
著
作

の
一
つ
で
あ
る
」
（S.Collini, op.cit.,p. ⅶ

）
と
云
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
「
自

由
論
は
ミ
ル
の
最
も
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ミ
ル
を
読
ん
だ
と
云
う
人
は
こ
の

本
を
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
…
こ
の
書
の
傑
作
と
し
て
の
地
位
を
疑
う
人
は
い
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な
い
」
（R.Reeves, op.cit.,p.203

）
と
も
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
大
き
な

評
判
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
そ
う
し
た
高
評
は
こ
の
書
が
初
め
て
で

は
な
か
っ
た
。
リ
ー
ヴ
ス
の
「
自
伝
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
経
済
学
原

理
」
（
一
八
四
八
）
は
初
版
か
ら
一
八
七
一
年
ま
で
七
版
を
重
ね
る
好
評
に
、
バ

ジ
ョ
ッ
ト
か
ら
も
好
評
が
あ
り
、
「
論
理
学
体
系
」
（
一
八
四
三
）
は
四
六
年
第

ニ
版
を
出
し
学
界
に
傑
立
し
て
い
た
と
さ
れ
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ

（A
lbert V

.D
icey

）
は
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ミ
ル

の
消
化
不
良
と
い
う
よ
り
も
、
丸
呑
み
で
あ
っ
た
。
…
彼
は
一
八
六
〇
年
ま
で
、

わ
れ
わ
れ
の
主
な
知
的
食
料
で
あ
っ
た
。
」
と
の
べ
た
と
い
う
。

（R.Reeves, op.cit.,p.207

）
（
５
）

「
自
由
論
」
出
版
の
時
期
（
一
八
五
九
）
は
、
英

仏
貿
易
協
定
コ
ブ
デ
ン
・
シ
ュ
ベ
リ
ア
條
約
（
一
八
六
〇
）
と
重
な
り
、
一
つ
の

転
機
を
迎
え
て
い
た
。

　

ミ
ル
の
著
作
は
極
め
て
多
く
あ
り
、
本
人
は
ま
た
国
際
的
名
声
の
高
い
傑
出
し

た
思
想
家
と
し
て
尊
敬
を
え
て
い
た
が
、
自
由
論
の
著
作
に
対
し
て
は
多
く
の
論

議
を
と
も
な
い
、
初
期
の
手
ば
な
し
の
評
判
と
は
、
ム
ー
ド
の
変
化
を
み
せ
た
。

そ
の
中
に
は
誤
解
や
曲
解
も
含
め
て
、
批
判
や
反
対
論
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
難
解
で
も
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
さ
ら
に
、
注
意
す
べ
き
こ
と

が
あ
っ
た
。
思
想
な
い
し
政
治
思
想
と
し
て
の
「
自
由
論
」
な
い
し
自
由
主
義
論

は
、
ミ
ル
「
自
由
論
」
発
刊
後
、
新
し
い
思
想
潮
流
の
前
に
起
伏
は
あ
っ
て
も
西

洋
諸
国
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
限
っ
て
は
絶
え
る
こ
と
な
く
研
究
さ
れ
流
布
さ

れ
続
け
て
お
り
、
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
特
殊
な
事
情
（
国
際
連
盟
か
ら
の
離

脱
）
に
あ
る
国
を
の
ぞ
い
て
は
、
禁
制
的
国
家
政
策
の
下
に
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
思
想
、
信
條
、
宗
敎
、
言
論
、
出
版
お
よ
び
敎
育
の
自
由
は
人
民
の

基
本
権
に
帰
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
代
議
制
民
主
主

義
政
治
の
下
で
は
、
自
由
党
が
世
界
で
唯
一
、
誕
生
し
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
「
リ
ベ
ラ
ル
」Liberal

は
普
通
、
自
由
党

員
な
い
し
党
、
あ
る
い
は
自
由
主
義
者
を
さ
す
の
に
用
い
て
い
る
。

　

英
語
圏
に
お
け
る
ミ
ル
研
究
は
十
九
世
紀
後
半
高
く
盛
ん
に
も
り
上
が
っ
て
、

世
紀
末
か
ら
お
と
ろ
え
続
け
、
二
十
世
紀
末
期
一
九
九
〇
年
頃
よ
り
再
興
隆
を
始

め
、
一
九
六
五－

九
一
年
編
集
の
ミ
ル
全
集
・
三
十
三
巻
（
ト
ロ
ン
ト
大
学
出
版

会
）
が
ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
ソ
ン
敎
授
（
一
九
二
七－

一
九
九
五
）
を
総
編
集
者
と
し

て
完
成
さ
れ
た
の
を
画
期
と
し
て
、
研
究
は
飛
躍
的
高
揚
を
く
り
拡
げ
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
一
部
分
な
り
と
も
紹
介
す
る
の
が
本
稿
の
目
標
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
英
語
圏
、
欧
米
諸
国
を
の
ぞ
く
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
お
よ
び
中

近
東
諸
国
は
自
由
思
想
と
自
由
・
民
主
主
義
に
、
歴
史
的
経
験
と
し
て
全
然
な
じ

み
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
生
活
習
慣
な
い
し
生
活
様
式
（w

ay of life

）
に
あ
っ

て
は
家
父
長
制
的
親
分
子
分
的
人
間
関
係
と
、
日
本
の
場
合
、
神
道
と
結
合
し
た

天
皇
制
（
ミ
カ
ド
敎
）
崇
敬
が
支
配
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
思
想
と

宗
派
は
疎
外
さ
れ
弾
圧
さ
れ
た
。
端
的
に
「
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
思
想
道
徳

の
根
幹
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
差
別
と
排
除
が
生
活
倫
理
と
な
っ
て
い
た
。
戦
前
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四
一

の
わ
が
国
に
、
思
想
・
信
仰
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
学
問
の
自
由
は
な
か
っ
た

の
が
、
日
本
国
の
基
本
的
姿
態
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
極
左
思
想
か
ら
は
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
自
由
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
援
へ
加
担
す
る
改
良
主
義
と
批
判
さ
れ
、
自
由

主
義
は
、
こ
こ
で
も
排
徐
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
思
想
選
別
は
今
日
ま
で
尾
を
ひ
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
知
識
人
の
思
考
領
域
の
狭
隘
化
や
理
解
力
の
浅
さ

を
来
す
原
因
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
自
体
、
自
力
で
認
知
で

き
る
力
の
弱
体
化
も
伴
う
の
で
あ
っ
た
。
「
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
、
物
を
云
え
る

国
」
は
、
今
日
、
自
由
民
主
の
国
英
国
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
知
識
人
の
間
に
は
、
ミ
ル
「
自
由
論
」
を
、
何
を
主
題
と
し

た
論
述
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
正
し
く
把
握
し
た
と
い
う
実
績
は
な
い
。
こ
れ
は

私
自
身
の
正
直
な
意
見
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
自
由
論
」
が
何
を
真
の
目テ
ー
マ標
と

し
て
い
る
か
に
つ
き
本
稿
で
述
べ
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
勿
論
そ
の

理
由
が
右
に
述
べ
た
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
天
皇
制
専
制
政
治
に
多
か
れ
少

な
か
れ
関
係
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な

ら
人
民
側
に
も
責
任
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
く
め
、
な
ぜ
理
解
で

き
ず
に
い
る
か
が
、
本
稿
の
範
囲
に
ふ
く
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
三
に
、
ミ

ル
研
究
の
今
日
的
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
も
課
題
と
し
て
は
あ

り
う
る
し
、
そ
の
場
合
イ
ギ
リ
ス
の
例
に
よ
っ
て
自
由
党
と
の
関
わ
り
も
興
味
あ

る
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ミ
ル
の
「
社
会
主
義
論
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察

は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
主
と
し
て
第
一
と

第
二
に
止
ま
る
。
こ
れ
が
「
研
究
」
の
名
に
価
す
る
も
の
に
な
り
う
る
自
信
は
勿

論
な
い
。
し
か
し
ミ
ル
研
究
の
第
一
歩
と
な
れ
ば
嬉
し
い
と
念
願
し
て
い
る
。

二
　
ミ
ル
「
自
由
論
」
の
テ
ー
マ
の
探
究

　

ミ
ル
「
自
由
論
」O

n liberty,1859

は
原
文
で
約
百
ペ
ー
ジ
、
岩
波
文
庫
邦
訳

（
塩
尻
公
明
・
木
村
健
康
訳
）
一
九
七
一
で
約
二
三
〇
頁
（
注
は
別
・
原
本
は
各

頁
に
注
）
で
あ
る
。
全
文
は
六
章
に
分
れ
、
章
は
節
に
わ
か
れ
て
い
な
い
。
な
お

本
書
の
前
文
に
、
Ｗ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
著
書
か
ら
の
引
用
文
と
、
亡
妻
へ
の
献
辞

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ル
の
文
章
は
長
文
で
そ
の
う
え
難
解
で
あ
る
こ
と
も
有

名
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｊ
・
ロ
ブ
ソ
ン
敎
授
の
総
編
集
の
下

に
各
巻
に
編
集
者
を
配
し
、『
ミ
ル
全
集
』（
一
九
六
五－

一
九
九
一
年
）
全
三
十

三
巻
が
完
成
し
た
今
日
、事
態
は
一
変
し
た
。
Ｊ
・
ス
コ
ル
プ
ス
キ
ー
敎
授
編
『
ミ

ル
―
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
』（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
一
九
九
八
）
は
、

前
文
に
、「
Ｊ
・
ロ
ブ
ソ
ン
の
追
憶
の
た
め
に
、
ミ
ル
尊
敬
者
す
べ
て
彼
に
感
謝

を
捧
げ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
集
完
成
を
画
期
づ
け
た
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。

寄
稿
者
十
四
人
は
、
ミ
ル
研
究
に
従
事
し
て
き
た
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
各
巻
編
集

に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
機
関
誌M

ill N
ew

sletter

（T
oronto,1965

－
88

）
を
出
し
て
い
た
が
今
はU

tilitas

に
引
き
つ
が
れ
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
巻
末
に
研
究
上
の
著
者
、
著
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
二
巻
第
一
号

四
二

名
は
四
七
〇
を
数
え
ら
れ
た
。
一
朝
一
夕
に
達
成
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
な
お

同
じ
頃
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
政
治
思
想
史
テ
キ
ス
ト
」
の
一
冊
に
、Ｓ
・
コ
リ
ニ
『
ミ

ル
・
自
由
論
そ
の
他
』
一
九
八
九
が
出
て
い
る
。
彼
は
全
集
の
一
巻
を
編
集
し
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
有
名
で
、
新
し
い
出
発
点
の
一
冊
に
加
え
ら
れ
る
。
も
う

一
冊
は
Ｒ
・
リ
ー
ヴ
ズ
『J.S.M

ill-V
ictorian Firebrand

』
二
〇
〇
七
年
が
あ
る
。

今
日
の
諸
研
究
と
資
料
公
表
の
成
果
に
立
つ
業
績
と
し
て
必
読
必
携
の
良
書
と
い

え
る
。
日
本
の
ミ
ル
研
究
は
実
際
上
、
新
出
発
で
あ
る
が
、
新
し
く
学
術
界
の
出

発
で
も
あ
る
と
の
気
持
を
も
っ
て
、出
発
す
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
な
お
ミ
ル「
自

由
論
」
に
関
す
る
単
著
も
、
ミ
ル
自
伝
に
つ
い
て
の
単
著
も
、
そ
れ
ぞ
れ
五
、
六

冊
以
上
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
右
に
あ
げ
た
書
物
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
以
上

の
文
献
か
ら
学
ん
で
、
以
下
の
内
容
を
綴
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
私
の
知
識
は
基
本

的
な
部
分
で
は
、
正
し
い
も
の
・
間
違
っ
て
い
な
い
も
の
と
自
信
を
も
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
端
的
に
云
っ
て
、
ミ
ル
「
自
由
論
」（
一
八
五
九
）
の
基
本
的
ね
ら

い
は
、「
主
権
を
も
つ
個
人
主
体
性
」（individuality w

ith sovereign
）
で
あ
る
。

い
わ
ば
ソ
ベ
リ
ン
個
人
主
体
性
で
、
そ
の
ソ
ベ
リ
ン
部
分
を
拡
大
し
充
実
さ
せ
る

こ
と
自
体
を
「
自
由
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
自
由
と
は
そ
う
い
う
仂
き
を

す
る
機
能
で
あ
り
、
自
己
発
展
そ
れ
自
身
の
内
容
で
も
あ
る
。
社
会
つ
ま
り
市
民

社
会
は
こ
の
よ
う
な
個
人
主
体
性
の
集
り
を
さ
す
。
そ
れ
ゆ
え
一
人
の
個
人
主
体

性
の
拡
大
と
充
実
（
自
己
充
実
・self-developm

ent

）
が
社
会
の
ソ
ベ
リ
ン
性

を
損
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
逆
に
社
会
の
役
割
の
拡
大
例
え
ば
日
常
の
生
活
習
慣
と

か
公
共
用
の
河
川
や
道
路
の
改
修
が
、
個
人
主
体
性
の
ソ
ベ
リ
ン
を
損
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
逆
の
場
合
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
自
由
論
は
多
様
に
展
開
さ

れ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
論
証
し
て
ゆ
く
。
さ
て
、
個
人
主
体
性
と
い
う
私
の

邦
訳
は
、
経
済
学
研
究
に
従
事
し
て
以
来
気
付
い
て
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
気
付

く
か
ど
う
か
が
、
ミ
ル
理
解
の
決
め
手

0

0

0

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
人
で
そ
こ

に
気
付
い
た
人
は
い
な
い
。
な
ぜ
か
？　

本
稿
で
は
そ
の
根
元
の
究
明
に
も
あ
た

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
自
由
論
」
の
第
一
章
序
説
（Introductory

）
で
本
書
で
扱
う
範
囲

が
ほ
ぼ
説
明
さ
れ
て
い
る
。
出
発
で
い
き
な
り
、「
個
人
主
体
性
を
社
会
（
そ
の

も
つ
「
自
由
」）
が
制
約
す
る
の
は
自
ず
と
限
度
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
始
る
。

や
が
て（
原
12
訳
24
）、「
こ
の
目
的
は
…
一
つ
の
極
め
て
単
純
な
原
理（principle

）

を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
あ
る
。（
引
用
は
邦
訳
岩
波
文
庫
、
以
下
同
じ
）

こ
の
文
章
に
読
者
は
、「
極
め
て
」
辟
易
し
て
い
る
ら
し
く
、
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
同
じ
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
個
人
主
体
性
は
、
彼
自
身
に

対
し
て
〔
彼
自
身
に
つ
い
て
〕
す
な
わ
ち
彼
自
身
の
肉
体
と
精
神
と
に
対
し
て
は

そ
の
主
権
者
（T

he individual is sovereign over him
self

）
な
の
で
あ
る
。」

（
原
12
訳
25
。
引
用
は
訳
、〔　

〕
は
私
の
も
の
）
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
う
云
え
る

の
か
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
に
示
唆
的
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
上
の
文

に
続
け
て
、彼
は
こ
う
云
う
。「
こ
の
理
論
は
、諸
能
力
の
成
熟
し
て
い
る
人
〔々
や

国
民
〕
に
だ
け

0

0

適
用
さ
れ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、「
原
則
と
し
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四
三

て
の
自
由
」
は
人
間
が
自
由
、
平
等
な
論
議
に
よ
っ
て
発
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
〔
文
明
社
会
〕
以
前
の
社
会
〔
非
文
明
社
会
〕
に
は
「
適
用
さ
れ
な
い
。」「
未

開
人
」
す
な
わ
ち
〔
非
文
明
社
会
〕
に
は
「
自
発
的
進
歩
」
は
極
め
て
困
難
で
そ

の
克
服
は
む
ず
か
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
専
制
政
治
は
未
開
人
を
取
り
扱
う
た
め

の
正
当
な
統
治
方
法
で
あ
る
。」（
原
13
訳
25
）
未
開
人
と
は
野
蕃
な
人
た
ち
、
非

文
明
社
会
〔
日
本
も
含
む
〕
の
こ
と
を
云
っ
て
い
る
。
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
は
こ
の

点
で
は
ど
う
な
の
か
に
つ
い
て
、
ミ
ル
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
イ
ギ
リ
ス
お
よ

び
そ
の
他
の
自
由
諸
国
に
お
い
て
、
国
家
に
お
け
る
世
論
の
優
位

0

0

0

0

0

が
、
完
全
に
確

立
さ
れ
て
い
る
。」（
原
73
訳
148
傍
点
引
用
者
）「
公
衆
が
何
ら
か
の
意
思
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
場
合
に
」、
政
治
家
の
念
頭
か
ら
は
、
国
民
の
意

図
に
抵
抗
す
る
気
持
が
消
え
て
ゆ
く
。
ま
た
公
衆
の
多
数
意
志
に
対
抗
し
た
り
、

不
正
、不
道
徳
、暴
力
に
立
つ
社
会
力
〔
暴
力
団
や
ヤ
ク
ザ
〕
は
存
在
し
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
が
欧
州
文
明
国
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
様
相
で
あ
る
。
以
上
か
ら
す

れ
ば
、
イ
ン
デ
ビ
デ
ア
リ
テ
ィ
は
、
あ
る
意
味
を
含
ん
だ
コ
ト
バ
で
あ
る
ら
し
い

こ
と
に
気
付
く
と
思
う
。

　
「
自
由
論
」
の
文
中
に
、個
人
主
体
性
と
ソ
ベ
リ
ン
と
の
係
り
を
扱
っ
た
語
句
を
、

既
に
例
示
し
た
以
外
に
、
二
例
だ
け
掲
げ
て
み
よ
う
。
そ
の
一
つ
。
第
三
章
は
個

人
的
主
体
性
そ
の
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。
章
題
に
「
幸
福
の
諸
要
素
の
一
つ
」（O

f 

indiviality,as one of the elem
ents of w

ell-being

）
と
あ
る
の
は
、
自
分
自

身
に
関
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
き
な
り
こ
の
章
の
課
題
を
述
べ
る
。「
人

間
は
自
由
に
そ
の
意
見
を
構
成
〔
つ
く
り
〕
し
、
ま
た
自
由
に
そ
の
意
見
を
腹
蔵

な
く
発
表
し
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
が
〔
個
人
主
体
性
に
と
っ
て
〕

絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
と
〔
前
章
で
〕
述
べ
て
き
た
。
こ
ん
ど
は
、
そ
れ
を
実
行

す
る
自
由
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
を
と
り
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

実
行
す
る
こ
と
で
、
知
性
や
道
徳
性
（
自
己
規
制
）
な
ど
が
養
わ
れ
る
と
す
る
。

そ
し
て
次
の
よ
う
に
云
う
。「
こ
こ
に
い
う
自
己
の
意
見
を
実
行
す
る
自
由
と
は
、

自
分
自
身
の
責
任
と
危
険
と
に
お
い
て
な
さ
れ
る
限
り
、
同
胞
た
ち
に
よ
っ
て
肉

体
上
ま
た
は
精
神
上
の
妨
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
見
を
自
己
の
生
活

に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
の
自
由
と
い
う
意
味
で
あ
る
。」（
原
56
訳
113
）
こ
の
文
章

の
中
の
「
自
由
」
と
い
う
の
は
、
個
人
主
体
性
の
も
つ
ソ
ベ
リ
ン
す
な
わ
ち
主
権

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
権
利
の
行
使
即
ち
権
利
の
拡
大
〔
自
己
発
展
〕
と
し
て
営

ま
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
個
人
主
体
性
」
を
個
性
（
性
格
）
と
い
う
邦
訳

に
し
た
の
は
、お
そ
ら
く
誤
訳
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。同
じ
章
の
す
ぐ
あ
と
で
、「
個

人
主
体
性
の
自
発
性
が
固
有
の
価
値
を
も
ち
、
あ
る
い
は
そ
れ
自
体
の
ゆ
え
に
尊

敬
（regard

）
に
値
す
る
と
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
す
る
の
は
、
こ
れ
は

一
般
人
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
誤
り
（evil

）、
と
し
て
い
る
。（
原
57
訳
16
）
つ

ま
り
個
人
主
体
性
に
成
長
す
る
の
に
、
自
発
性
や
自
主
性
・
自
由
意
向
の
成
長
が

不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
個
性
の
成
長
も
当
然
大
切
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
に
養
い
育
て
る
（cultivate

）
こ
と
を
論
じ
た
の
ち
、
次
の
よ

う
に
云
う
。「
個
人
主
体
性
と
は
発
達

0

0

（developm
ent

）
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
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ま
た
充
分
に
発
達
し
た
幸
福
〔
個
人
主
体
性
〕
を
生
み
出
し
う
る
の
は
個
人
主
体

性
の
養
育

0

0

（cultivate

）
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
説
き
綴
っ
て
い
る
の
で
、

以
上
を
も
っ
て
こ
の
議
論
は
終
わ
り
た
い
。（
原
64
訳
128
、
傍
点
は
引
用
者
）
と

し
て
い
る
。

　

第
三
章
は
「
ま
だ
発
達
し
て
い
な
い
人
々
は
、
発
達
し
た
人
々
か
ら
何
ご
と
か

を
学
び
う
る
だ
ろ
う
」
（
64－
邦
訳
129
）
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
分
る
よ
う
に
、
非

文
化
社
会
の
人
た
ち
が
、
文
化
社
会
の
個
人
主
体
性
へ
成
長
し
て
ゆ
く
、
そ
の
た

め
の
諸
契
機
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
第
三
章
を
終
る
箇
所
で
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
「
個
人
主
体
性
の
た
め
に
な
お
必
要
事
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

る
な
ら
ば
（T

he Claim
s of Individuality

）
、
そ
の
時
は
、
同
化
〔
吸
収
〕

を
完
成
す
る
に
は
多
く
の
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
ま
さ
に
そ
の
時
期

で
あ
る
。
」
（
74
訳
149
）
邦
訳
は
英
語
を
「
個
性
の
権
利
」
と
訳
さ
れ
た
。
や
は

り
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
誤
り
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
第
四
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、
そ

の
点
明
確
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
章
は
個
人
主
体
性
の
主
権
性
の
充
実

0

0

に

あ
て
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

次
に
第
二
の
例
、
第
四
章
の
は
じ
め
の
三
行
余
は
英
語
のindividuality
が
文

明
社
で
も
つ
意
味
の
内
容
を
知
る
、
良
い
例
で
あ
る
。
イ
ン
・
デ
ィ
ヴ
デ
ア
リ

テ
ィ
と
い
う
原
義
は
、
〔
こ
れ
以
上
〕
「
分
割
で
き
な
い
」
存
在
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
か
ら
、
一
人
の
人
間
。
つ
ま
り
個
人
と
い
え
る
。
一
定
の
歴
史
を
へ

た
文
明
社
会
で
は
、
含
意
が
加
わ
り
付
着
し
て
い
る
。
さ
て
初
め
の
三
行
は
次
の

通
り
。

「
そ
れ
で
は
、
自
己
自
身
を
拘
束
（over

）
す
る
個
人
主
体
性
の
主
権
の
正
当
な

限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

社
会
の
権
威
は
ど
こ
に
始
る
の
か
？　

人
間
生
活

の
中
ど
れ
だ
け
の
部
分
が
個
人
に
割
り
与
え
ら
れ
（assigned

）
、
ま
た
ど
れ
だ

け
の
部
分
が
社
会
に
割
り
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
？
」
（
73
訳
151
）
と
の
べ

て
い
る
。
以
上
で
例
示
は
終
わ
り
た
い
。

　

第
四
章
は
、
文
明
社
会
で
な
け
れ
ば
起
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
が
、
そ
こ
で

の
個
人
主
体
性
の
充
実
を
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
主
権
は
個
人
と
社
会
で
分
有
さ

れ
う
る
こ
と
は
あ
る
こ
と
は
、
既
述
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
関
係
に
つ
き
付
言

す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
主
権
を
持
つ
個
人
主
体
性
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
ら

相
互
間
の
合
意
に
よ
り
結
ば
れ
た
利
害
関
係
を
土
台
と
し
た
社
会
が
つ
く
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
は
契
約
に
よ
り
結
成
さ
れ
る
と
い
う
見
解
で
は

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
個
人
と
社
会
と
は
、
主
権
を
分
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
ち
が
っ
た
利
害
関
係
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
と
社

会
と
は
、
互
い
に
他
を
「
支
配
」
す
る
の
で
は
な
く
拘
束
す
る
と
同
時
に
互
に
促

進
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
他
を
毀
損
し
な
い
限
り
分
担
す
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
が
他
を
毀
損
す
る
と
き
は
、
社
会
が
止
め
る
の
で
あ
る
。
さ
て

以
上
で
本
書
か
ら
の
説
明
は
終
り
、
次
項
で
最
近
の
研
究
成
果
か
ら
補
充
す
る
こ

と
に
し
た
い
。



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』（
一
八
五
九
）
の
真
の
課
題
は
な
に
か
？ 

― 

森

四
五

三
　
最
近
の
研
究
に
み
る
「
自
由
論
」
の
中
心
課
題
の
扱
い

　

こ
こ
で
と
り
上
げ
る
の
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
三
つ
の
文
献
か
ら
、
と
り
上
げ

る
事
に
し
た
い
。

（
一
）
ス
テ
フ
ァ
ン
、
コ
リ
ニ
編
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
・
自
由
論
と
そ
の
他
」
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
・
Ｕ
・
Ｐ
・
一
九
八
九
〔
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
政
治
思
想
史
テ
キ
ス
ト
〕
本

書
に
は
ミ
ル
の
「
自
由
論
」
、
「
女
性
の
隷
属
」
、
「
社
会
主
義
論
」
の
三
論
稿

が
収
録
さ
れ
、
そ
れ
に
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
編
著
者
に
は
、
ミ
ル
の

伝
記
や
『
公
共
的
モ
ラ
リ
ス
ト
』
一
九
九
一
と
題
す
る
名
著
が
あ
る
。
全
集
の
一

巻
を
も
編
集
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
有
名
な
ミ
ル
研
究
者
で
あ
る
。
彼
の
ミ
ル

の
把
握
の
特
長
は
三
つ
の
論
稿
を
ま
と
め
て
把
え
る
と
き
ユ
ニ
ー
ク
な
独
自
性
が

見
え
る
の
で
な
い
か
と
云
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
か
と
思
う
。
ま
た
現
社
会

態
勢
批
判
に
当
っ
て
の
ミ
ル
の
視
点
は
、
尊
厳
、
自
由
お
よ
び
自
己
開
発
だ
と
し
、

自
由
主
義
の
対
立
理
論
（
共
産
主
義
）
批
判
点
分
析
の
根
底
に
あ
る
価
値
感
も
、

そ
れ
だ
と
す
る
。
さ
て
「
自
由
論
」
に
あ
っ
て
「
全
論
議
を
基
礎
づ
け
て
い
る
も

の
は
、
「
個
人
」
主
体
性
の
概
念
で
あ
る
」
（
ⅶ
）
と
明
白
で
あ
る
。

（
二
）
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ル
プ
ス
キ
編
「
ミ
ル
―
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
」
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
Ｕ
・
Ｐ
、
一
九
九
八
、
八
九
一
頁
。

　

こ
の
本
は
全
集
完
成
を
期
し
、
ま
た
総
編
集
者
が
完
了
直
後
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
研
究
者
、
関
係
者
か
ら
一
四
編
の
論
文
を
ま
と
め
て
一
書
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
巻
頭
に
謝
辞
が
あ
り
、
「
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン
（
一
九
二
七－

一
九
九
五
）
の
追
憶
の
た
め
、
Ｊ
Ｓ
ミ
ル
の
全
尊
敬
者
は
お
か
げ
を
受
け
て
い

る
。
」
と
あ
る
。
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
ミ
ル
研
究
を
長
期
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る

権
威
者
で
、
独
創
的
成
果
も
あ
る
方
々
で
あ
る
が
、
本
書
は
ミ
ル
の
研
究
し
た
多

く
の
分
野
の
実
績
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
各
分
野
（
執
筆
し
た
著
書
や
論
文
）
を

紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
経
過
し
て
き
た
今
日
ま
で
の
歴
史
を
も
紹
介

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
個
人
主
体
の
係
わ
り
に
限
定
し
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

十
四
篇
の
論
文
は
「
自
由
論
」
に
か
か
わ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
選
択
し
て
、

し
か
も
一
部
分
の
紹
介
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
、
約
四
篇
か
ら
引
用
す
る
。

（
Ａ
）
Ｊ
・
ス
コ
ル
プ
ス
キ
「
紹
介
・
自
由
自
然
主
義
の
運
勢
」
こ
の
論
文
は
十

四
篇
に
ふ
く
ま
れ
な
い
。
（
約
三
十
五
頁
）

　

編
集
者
の
序
文
に
あ
た
る
。
彼
自
身
は
論
理
学
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
自
由
主

義
的
自
然
主
義
（Liberal N

aturalism

）
と
い
う
形
で
ミ
ル
の
意
見
全
体
を
ま

と
め
た
と
云
え
る
と
思
う
。
そ
れ
を
、
ミ
ル
の
評
判
の
変
還
を
辿
る
な
か
で
位
置

づ
け
る
構
成
で
あ
る
。

「
道
徳
的
自
由
と
は
自
己
統
治
の
能
力
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
自
ら
が

善
き
理
由
と
認
知
で
き
る
こ
と
を
自
ら
の
行
動
に
移
す
能
力
で
あ
る
。
」

「
『
自
由
論
』
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
、
思
想
と
論
談
の
自
由
の
擁
護
に
〔
関
す
る

も
の
〕
で
あ
る
と
と
も
に
幸
福
の
諸
要
素
の
一
つ
と
し
て
の
個
人
主
体
性
の
解
説

で
あ
る
。
」
（
以
上
、
24
・
25
頁
）
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（
Ｂ
）
Ｗ
・
ド
ナ
ー
「
ミ
ル
の
功
利
主
義
」
（
三
十
七
頁
）

「
ミ
ル
の
個
人
主
体
性
は
、
社
会
的
存
在
と
し
て
受
け
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

深
い
社
会
的
絆き
ず

な
を
欠
い
た
孤
立
的
個
人
主
体
性
で
は
な
い
。
」

「
ミ
ル
の
個
人
主
義
（individualism

）
の
概
念
は
価
値
を
中
心
に
凝
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
彼
は
価
値
の
創
生
者
、
中
心
、
そ
し
て
価
値
創
生
者
と
し
て
、
個

人
主
体
性
を
い
ち
づ
け
る
。
…
こ
の
よ
う
な
個
人
主
体
性
は
、
人
格

（persons

）
が
彼
ら
自
身
の
生
活
の
統
制
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
で
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
、
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
以
上
277
頁
）

（
Ｃ
）
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ラ
イ
リ
「
ミ
ル
の
政
治
経
済
学
―
リ
カ
ル
ド
の
科
学
性
と

リ
ベ
ラ
ル
・
功
利
主
義
的
技
巧
―
」
（
全
四
十
四
頁
）

　

彼
に
「
自
由
・
功
利
主
義
」
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
一
九
八
八
の
著
書
が
あ
る
。

「
ミ
ル
の
新
説
・
功
利
主
義
的
急
進
主
義
（
以
後
「
自
由
・
功
利
主
義
」
と
呼

ぶ
）
は
、
ベ
ン
サ
ム
的
先
行
者
の
人
間
的
創
造
力
（
他
者
へ
の
想
い
や
り
を
含

む
）
お
よ
び
相
互
共
同
よ
り
は
一
層
認
知
力
が
あ
る
。
さ
ら
に
個
人
主
体
性
が
高

潔
な
人
格
を
形
成
す
る
可
能
性
を
一
層
拡
げ
る
の
で
あ
る
。
（
294
）

「
ミ
ル
に
と
っ
て
、
個
人
主
体
性
と
平
等
と
の
関
係
は
、
明
ら
か
に
、
自
由
に

と
っ
て
平
民
が
絶
対
的
前
提
で
あ
っ
た
。
〔
平
等
な
く
し
て
自
由
は
な
い
。
〕
そ

れ
が
「
純
粋
な
自
己
配
慮
」
行
動
に
係
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
彼
の
有
名
な
「
個

人
主
体
性
的
自
由
の
原
理
」
（T

he plinciple of individual liberty

）
と
は
、

個
人
主
体
性
の
自
由
は
純
粋
に
自
己
配
慮
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
対
立
的
事
情

を
の
り
越
え
優
越
性
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
312
）

（
Ｄ
）
Ａ
・
ラ
イ
ア
ン
「
自
由
の
景
観
に
お
け
る
ミ
ル
」
（
四
十
四
頁
）

「
個
人
主
体
性
の
彼
ま
た
彼
女
の
中
な
る
主
権
性
は
自
然
権
に
基
づ
く
も
の
で
な

い
。
そ
れ
は
効
用
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
絶
対
的
な
の
は
、
自
由
原
則
が

「
窮
局
的
」
だ
か
ら
と
い
う
意
味
か
ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
例
外
は
な

い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
」
（
501
頁
）

「
本
質
的
に
、
自
由
論
が
叙
述
さ
れ
て
ゆ
く
方
法
は
、
他
者
へ
の
損
傷
を
避
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

強
制
無
き
救
助

0

0

0

0

0

0

が
効
用
を
増
進
さ
せ
る
、
や
り
方
で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
は
、
そ

の
効
用
は
最
大
の
意
味
に

0

0

0

0

0

0

受
け
と
る
こ
と
と
、
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

（
（
501
）
傍
点
は
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
）

「
ミ
ル
は
機
能
主
義
者
で
は
な
い
が
、
彼
は
平
明
に
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

組
織
さ
れ
た
社
会
は
そ
の
法
制
的
・
政
治
的
制
度
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
主

体
性
に
、
そ
の
よ
う
な
脅
威
に
対
す
る
集
団
的
擁
護
を
提
案
す
る
た
め
に
存
在
し

て
い
る
、
と
。
他
者
へ
の
損
傷
を
避
け
る
強
制
無
き
救
助
の
原
則
は
、
ミ
ル
自
身

解
説
す
る
の
が
諸
方
法
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
集
団
的
治
安
を
提
供

す
る
制
度
を
維
持
す
る
負
担
を
み
ん
な
で
分
担
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
権
利
に
含

め
る
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
502
頁
）

（
三
）
Ｒ
・
リ
ー
ヴ
ズ
「
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
」
二
〇
〇
七
（
六
一
六
頁
）

「
『
自
由
論
』
の
中
心
的
内
容
は
左
の
通
り
。
個
人
主
体
性
が
善
き
生
活
の
ま
さ

に
本
質
で
あ
る
、
（
以
下
略
）
」
（
263
）
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・
Ｓ
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ミ
ル
『
自
由
論
』（
一
八
五
九
）
の
真
の
課
題
は
な
に
か
？ 

― 

森

四
七

「
個
人
主
体
性
は
〔
自
由
論
の
〕
作
品
全
体
の
壮
極
星
〔
目
標
〕
で
あ
る
。
そ
し

て
、
も
し
彼
が
今
な
お
ワ
ァ
ー
ズ
ワ
ス
の
ム
ー
ド
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
内
な
る
主

導
性
を
も
つ
個
人
主
体
性
の
説
明
の
た
め
に
、
そ
の
序
幕
と
し
て
、
詩
人
の
賛
美

を
利
用
し
た
だ
ろ
う
。
」
（
276
）

「
自
由
と
は
強
制
の
な
い
こ
と
、
な
い
し
、
自
己
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
活
溌
な

「
自
己
創
造
」
で
も
あ
る
。
」
オ
ー
ト
ノ
ミ

0

0

0

0

0

と
い
う
六
敷
し
い
言
葉
は
、
文
義
上

自
己
統
治
で
あ
る
が
―
、
ミ
ル
が
リ
バ
テ
ィ
を
上
回
る
意
味
を
つ
け
よ
う
と
し
た

も
の
に
、
あ
る
意
味
で
接
近
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
通
信
員
（
訳

者
）
が
「
自
由
論
」
の
主
な
テ
ー
マ
に
用
い
た
フ
レ
ー
ズ
、
個
人
主
体
の
自
治
を

使
っ
た
が
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
277
）

「
ミ
ル
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
全
体
を
通
し
て
、
個
人
主
体
性
の
〔
説
明
の
〕
た
め
に
、

組
織
的
メ
タ
フ
オ
ー
ル
を
用
い
た
。
（
278
）

四
　
個
人
主
体
性
の
成
立
に
関
す
る
引
用
と
私
の
レ
ビ
ュ
ウ

　

「
自
由
論
」
一
八
五
九
が
、
個
人
主
体
性
が
中
心
部
分
と
な
っ
た
エ
ッ
セ
イ
で

あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
指
摘
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
既
述
の
諸
論
文
な
ど
か
ら
の

引
用
を
み
て
も
、
英
語
の
表
現
は
三
通
り
み
ら
れ
た
。individual, individuality, 

individualism

と
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
特
殊
な
社
会
的
内
容
を
含
ん
だ
学
問
上
の

用
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
で
は
こ
の
概
念
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
れ
た
か
？　

こ
れ
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
さ

ら
に
次
の
問
題
も
引
き
出
さ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
個
人
主
体
性
が
成
立

す
る
の
は
、
文
明
社
会
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
社
会
は
、

ミ
ル
は
こ
れ
を
野
蕃
〔
社
会
〕
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
の
政
治
形
態

は
専
制
政
治
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
（
原
13
）
こ
の
よ
う
な
非
文
化
社
会
（
野
蕃

社
会
）
に
あ
っ
て
、
当
面
の
社
会
進
歩
を
目
指
す
活
動
に
お
い
て
何
が
当
面
の
自

己
発
展
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
か
？　

と
く
に
前
記
引
用
し
た
（
Ｄ
）
ラ
イ
ア
ン

の
言
葉
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
平
等
」
が
「
自
由
」
の
必
要
條
件
と
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
女
性
の
自
立
的
存
在
へ
の
飛
躍
に
よ
る
性
腐
敗
か
ら
の
脱
却
と
そ
の
根
絶

な
く
し
て
、
前
途
は
な
い
。
（
こ
れ
は
日
本
に
あ
て
は
ま
る
。
）
と
り
わ
け
後
進

資
本
主
義
の
経
済
発
展
と
道
徳
的
退
廃
の
同
時
進
行
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
る
か
？　

こ
れ
が
第
二
の
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は

ま
ず
、
第
一
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
二
は
後
の
章
で
扱
う
。

　

第
一
の
課
題
は
個
人
主
体
性
す
な
わ
ち
主
権
と
高
度
な
道
徳
を
そ
な
え
た
個
人

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
れ
た
か
を
、
た
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ル
の
語
句
で
、

'O
ver him

self,over his ow
n body and m

ind,the individual is 

sovereign.'

（
原
13
）
は
云
う
ま
で
も
な
く
文
明
社
会
（
先
進
国
）
に
限
っ
た
こ

と
で
あ
る
が
、
自
己
あ
る
い
は
自
己
の
肉
体
と
精
神
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
個

人
主
体
性
が
主
導
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
出
現
し
て
い
る

か
を
、
ミ
ル
は
説
明
し
て
い
な
い
。
さ
き
に
紹
介
し
た
文
献
の
な
か
に
、〔（
二
）



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
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四
十
二
巻
第
一
号

四
八

－
Ｄ
〕
Ａ
・
ラ
イ
ア
ン
が
個
人
主
体
性
の
〔
内
包
す
る
〕
主
権
は
…
自
然
権
に
基

く
も
の
で
な
く
…
効
用
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
な
お
、
リ
ー
ヴ
ス
『
ミ
ル
』（
三
三
三
頁
）
は
、「
功
利
主
義

0

0

0

0

は
ミ
ル
の
過

去
を
説
明
し
、
自
由
論

0

0

0

は
彼
の
未
来
を
照
明
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
た
し
か
に

ミ
ル
は
功
利
主
義
に
学
ん
だ
。
だ
が
時
の
思
想
潮
流
に
立
脚
し
て
ベ
ン
サ
ム
の
古

典
的
功
利
論
を
改
訂
し
て
〔
引
用
文
（
二
）－

Ｂ
〕
ド
ナ
ー
の
定
義
に
よ
る
な
ら
、

「
リ
ベ
ラ
ル
功
利
主
義
」
に
よ
っ
て
い
た
。
ド
ナ
ー
は
そ
の
論
文
で
次
の
よ
う
に

ミ
ル
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

「
道
徳
理
論
と
し
て
の
功
利
主
義
は
多
く
の
側
面
が
あ
る
が
、
中
心
思
想
は
そ
の

す
べ
て
に
対
応
す
る
。
功
利
主
義
は
効
用
を
も
っ
て
道
徳
の
基
礎
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
」
（
ス
コ
ル
ス
キ
ー
、
前
掲
書
、
二
五
六
頁
）

「
道
徳
の
基
礎
と
し
て
据
え
ら
れ
た
命
題
・
効
用
す
な
わ
ち
最
大
幸
福
原
理
に
よ

れ
ば
、
行
動
は
幸
福
を
進
め
る
程
度
に
応
じ
て
正
し
く
、
幸
福
の
反
対
を
生
み

だ
す
程
度
に
よ
っ
て
悪
と
な
る
。
（
257
）
す
な
わ
ち
、
功
利
を
媒
介
に
善
を
最

大
に
す
る
行
為
す
な
わ
ち
道
徳
（
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
そ
な
え
た
個
人
が

至
高
と
な
る
と
、
説
明
の
筋
を
通
さ
れ
て
ゆ
く
。
な
お
ミ
ル
が
ベ
ン
サ
ム
を
批

判
し
た
の
は
善
の
概
念
が
ベ
ン
サ
ム
は
狭
く
、
弱
い
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

点
は
こ
こ
で
深
く
タ
ッ
チ
し
な
い
。
（
257
）

　

以
上
述
べ
た
こ
と
の
補
足
と
し
て
、
ス
コ
ル
ス
キ
ー
「
序
文
」
か
ら
引
用
す
る

が
、
権
利
（
主
権
）
と
の
か
か
わ
り
の
弱
い
点
を
補
強
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

「
モ
ラ
ル
の
自
由
は
自
己
統
治
の
能
力
を
意
味
す
る
、
―
す
な
わ
ち
、
人
が
善
と

し
て
認
知
で
き
る
こ
と
を
自
己
に
行
動
す
る
よ
う
命
令
す
る
能
力
で
あ
る
。
自

発
性
と
は
た
ん
な
る
感
情
の
表
現
で
は
な
い
。
モ
ラ
ル
の
自
由
が
理
性
と
意
思

の
文
化
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
、
自
発
性
に
は
感
情
の
文
化
を
必
要
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
修
養
を
つ
む
べ
き
こ
と
、
あ
る
い
は
何
ら
か
正
し
く
な

る
よ
う
努
め
る
こ
と
…
が
必
要
と
な
る
。
」
（
24
）

　

ミ
ル
が
「
自
己
を
お
さ
え
る
こ
と
〔
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〕
の
で
き
る
と
こ
ろ
の
個

人
主
体
性
は
主
権
で
あ
る
と
述
べ
た
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の
引
用
は
十
分
そ
の
関

係
の
説
明
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

五
　
個
人
主
体
性
の
成
立
に
関
す
る
從
来
の
学
説
の
レ
ビ
ュ
ウ
（
批
判
的
検
討
）

　

さ
て
個
人
主
体
性
が
功
利
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
結
ば
れ
る
な
か
で
形
成
さ
れ

た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
私
に
は
な
お
大
き
な
解
明
さ
れ
る
べ
き
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
課
題
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
西
欧
文
明

社
会
と
い
う
環
境
の
下
で
、
特
定
の
社
会
的
転
形
の
な
か
、
個
人
が
あ
る
種
の
社

会
的
含
意
（
あ
る
種
の
期
待
）
を
こ
め
て
立
ち
現
れ
る
姿
を
、
ミ
ル
は
「
自
由

論
」
と
し
て
一
つ
の
理
論
組
織
体
に
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
内
容
は
自
由

の
機
能
を
功
利
主
義
の
視
点
に
立
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
ミ
ル
は
こ
の
古

典
的
自
由
主
義
論
を
形
成
し
た
唯
一
の
思
想
家
で
あ
る
。
」
（
ス
コ
ル
プ
ス
キ
ー
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四
九

「
ミ
ル
―
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
―
」
（
一
九
九
七
、
二
三
ペ
ー
ジ
）

し
か
し
な
が
ら
、
自
由
思
想
も
功
利
主
義
も
、
主
権
包
摂
の
「
個
人
」
も
す
べ
て

十
九
世
紀
に
初
め
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
西
欧
人
を
の
ぞ
い
て
は
、
「
個

人
」
を
一
人
の
人
間
と
把
握
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
は
不
十
分
と
気
が
付

く
こ
と
は
で
き
な
い
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
「
自
由
論
」
を
正
し
く
理
解
す

る
に
は
、
ま
た
ミ
ル
自
由
主
義
論
の
画
期
的
開
発
と
し
て
受
け
と
め
る
た
め
に
は
、

す
く
な
く
と
も
西
欧
史
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
史
の
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
個
人
と
社
会

の
主
体
化
の
変
遷
の
知
識
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

十
九
世
紀
に
西
欧
文
芸
人
や
知
識
人
が
、
非
文
化
社
会
の
人
が
読
み
、
な
い
し
、

賞
味
す
る
と
予
想
し
て
書
い
た
人
は
い
な
い
と
思
う
。
し
か
し
二
十
一
世
紀
の
今

日
で
は
、
そ
れ
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、

イ
ギ
リ
ス
史
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
民
の
主
権
意
識
が
ど
の
よ
う
な
経
過
の
な

か
で
、
個
人
主
体
性
の
権
利
感
覚
・
自
立
的
自
治
倫
理
が
内
包
さ
れ
育
っ
た
か
を

知
る
た
め
に
、
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
の
で
し
た
。
拙
稿
「
今
次
世
界
同
時

不
況
下
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
啓
蒙
主
義
」
『
山
形
大
学
紀
要
（
社

会
科
学
）
』
41
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
が
そ
れ
で
、
そ
の
紹
介
は
し
な
い

が
、
一
つ
の
引
用
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ダ
ン
テ

（
一
二
六
五－

一
三
二
一
）
『
神
曲
』
（
一
三
〇
二
（
？
）－

一
三
二
〇
）
の
影

響
か
と
く
に
大
き
か
っ
た
。
ダ
ン
テ
「
神
曲
」
か
ら
何
を
大
事
な
こ
と
と
し
て
学

ぶ
か
、
こ
れ
と
て
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
い
ま
、
そ
の
理
会
の
た
め
に
、
グ
リ

ヒ
ス
と
レ
イ
ノ
ル
ズ
編
『
英
語
の
ダ
ン
テ
』
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
引
用
し
て
み
た

い
。

「
私
達
が
地
獄
篇
で
出
会
う
す
べ
て
の
罪
は
ダ
ン
テ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

さ
に
彼
が
夫
々
の
罪
人
に
語
っ
て
い
る
も
の
だ
。
彼
が
そ
れ
ら
の
罪
を
す
べ
て

犯
し
て
い
る
と
の
意
味
で
な
く
、
ま
た
す
べ
て
の
個
人
が
内
な
る
自
己
〔
主

権
〕
を
視
す
え
た
〔
自
己
認
識
し
た
〕
と
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
そ
う
で
は

な
く
、
人
間
的
連
帯
の
間
隔
を
身
に
つ
け
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
原

罪
」
の
理
論
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
（
別
言
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
「
種

的
存
在
」
の
概
念
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
す
べ
て
の
人
間
は
誰

に
対
し
て
も
、
他
人
扱
い
は
し
な
い
。
そ
し
て
私
た
ち
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
私
た
ち
も
〔
誰
を
も
〕
認
め
る
。
」
（E.Griffi

th and M
.Reynolds ed, 

D
ante in English,Penguin Books 2005,p.cx ⅲ

）
〔　

〕
は
引
用
者
、
な
お

拙
稿
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
と
啓
蒙
主
義
」
『
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）

四
十
一－

一
（
二
〇
一
〇
、
七
月
）
二
九
頁
参
照
）

右
の
引
用
の
う
ち
種
的
存
在
（Gattungs W

esen

）
と
は
マ
ル
ク
ス
の
用
い

た
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
が
一
切
の
疎
外
を
回
復
し
、
隷
属
を
す
べ
て
克

服
し
て
本
来
の
人
間
的
存
在
と
し
て
自
ら
に
政
治
す
な
わ
ち
主
権
を
と
り
戻
し

た
状
態
に
あ
る
の
を
指
す
。
（
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
城
塚
登
・

田
中
吉
文
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
、
八
四
頁
以
下
）
そ
の
後
、
宗
敎
改
革
、

科
学
革
命
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
革
命
（
人
民
協
定
、
ミ
ル
ト
ン
）
、
名
誉
革
命
、



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
二
巻
第
一
号

五
〇

啓
蒙
主
義
、
ベ
ン
サ
ム
に
続
い
て
ミ
ル
に
よ
る
自
由
主
義
思
想
体
系
の
生
起
を

迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
ミ
ル
「
自
由
論
」
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
、
今
日
「
持
続
し
た
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
（
活

力
）
」
を
保
ち
新
た
な
高
揚
に
向
い
て
い
る
事
情
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

六
　
ミ
ル
『
自
由
論
』
の
継
続
的
適
合
性

　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
ソ
ン
（
一
九
二
七－
一
九
九
五
）
敎
授
は
前
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
「
ミ
ル
全
集
」
全
三
十
三
巻
（
一
九
六
三－

九
一
）
の
総
編
集
主
任
を
つ
と

め
た
ト
ロ
ン
ト
大
学
敎
授
で
あ
っ
た
。
彼
も
ま
た
、
そ
の
記
念
的
論
文
集
・
ス
コ

ル
プ
ス
キ
編
『
ミ
ル
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
』
（
一
九
九
八
）
に
、

「
モ
ラ
ル
概
念
と
し
て
の
文
明
と
文
化
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ

の
最
初
の
文
章
で
、
ミ
ル
「
自
由
論
」
を
中
心
と
す
る
論
稿
の
今
日
的
存
在
価
値

に
ふ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
こ
の
章
の
帰
結
を
示
唆
し
て
い
る
と
読
み
と
る

こ
と
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
。

　

個
人
主
体
性
の
卓
越
し
た
提
言
者
ミ
ル
に
つ
い
て
、
賞
讃
し
、
あ
る
い
は
押
し

や
り
な
が
ら
、
多
く
書
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
相
応
し
く
も
あ
っ
た
。
―
「
自

由
論
」
は
彼
の
社
会
的
政
治
的
著
述
の
な
か
で
最
も
広
く
知
ら
れ
続
け
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
ま
た
思
想
と
感
動
と
を
刺
戟
す
る
力
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
…
ミ
ル
は
彼
の
分
析
と
価
値
観
が
個
人
の
自
己
関
心
を
土
台
と
す
る

と
い
う
伝
統
に
偏
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
個
人
主
体
性
に
持
続
的
に
関
心
を

持
ち
続
け
た
。
と
い
っ
て
も
社
会
的
動
物
で
あ
る
人
間
の
描
写
と
評
価
に
注
意

を
払
う
の
を
怠
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
三
三
八
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
文
明
社
会
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
研
究
者
の
言
説
は
、
ミ
ル
の
エ
ッ
セ
イ

が
人
間
社
会
で
あ
る
限
り
種
的
存
在
の
窮
局
的
な
個
人
主
権
を
差
し
お
い
た
理
念

は
あ
り
え
な
い
と
の
、
簡
単
な
原
理
に
回
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
自
由

論
」
の
云
う
「
簡
単
な
原
理
」
は
つ
ね
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
間
で
さ
え
、
論
議
の
焦

点
と
な
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
（
原
文
13
訳
24
）

　

さ
て
ミ
ル
の
多
様
な
分
野
の
業
績
の
受
容
と
評
価
は
、
そ
の
変
遷
そ
の
も
の
さ

え
、
分
析
と
論
議
の
種
と
な
っ
て
き
た
。
ミ
ル
の
専
門
的
研
究
者
を
志
し
た
人
な

ら
、
例
外
な
し
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
讃
否
は
別
と
し
て
、
論
議
と
評
価
の
変

遷
に
関
心
を
寄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が
実
際
で
あ
る
。
ミ
ル
が
す
ぐ
れ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
変
遷
史
を
枝
葉
も
ま
た
多
彩
に
、
膨
大
に
、
生
ま
れ
た
こ
と
は
言

を
待
た
な
い
。
本
章
は
、
ペ
ー
タ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
論
文
「
ミ
ル
政
治
思
想
の

受
容
と
初
期
の
評
価
」
（
ス
コ
ル
プ
ス
キ
編
『
ミ
ル
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
』
一
九
九
八
、
所
収
、
四
六
四－

四
九
六
頁
）
に
よ
っ
て
批
判
な
い
し
討

論
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
「
初
期
の
評
価
」
と
い
う
の
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇

世
紀
初
め
の
頃
ま
で
を
含
み
、
世
界
経
済
が
は
じ
め
て
「
長
期
不
況
」
（Great 

D
epression

）
に
入
っ
た
た
め
、
労
仂
者
階
級
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。
ミ
ル
批



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
自
由
論
』（
一
八
五
九
）
の
真
の
課
題
は
な
に
か
？ 

― 

森

五
一

た
見
方
を
さ
け
ら
れ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
観
念
論
に
流
れ
る
の
を
戒
め
て
い
た
。

第
二
に
、
ミ
ル
は
哲
学
つ
ま
り
学
問
の
な
か
に
道
徳
を
く
み
込
み
、
そ
の
充
実
を

通
し
て
世
の
中
を
良
く
す
る
政
治
的
改
善
の
作
用
を
求
め
て
い
た
。
ニ
コ
ル
ソ
ン

の
言
葉
を
引
用
す
る
と
、
「
こ
の
よ
う
な
方
法
か
ら
考
え
る
と
、
ミ
ル
は
先
づ

も
っ
て
改
革
家
と
み
ら
れ
る
べ
き
か
と
思
う
。
人
類
の
改
善
を
も
た
ら
す
計
画
そ

の
も
の
を
、
哲
学
（
学
問
）
上
の
仕
事
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
代

人
の
多
く
は
、
彼
を
改
革
家
（reform

er

）
と
し
て
よ
り
も
哲
学
者
と
し
て
の

方
が
説
得
力
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
こ
と
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ル
の
声
望
は
生
存
中
に
お
い
て
さ
え
上
り
下
り
し
た
。
」
（
四
六
五
頁
）
学
問

上
の
特
色
と
し
て
み
れ
ば
、
客
観
的
分
析
の
な
か
に
主
観
的
改
良
展
望
を
汲
み
込

ん
で
い
た
と
云
え
る
か
と
思
う
が
、
そ
の
推
進
力
と
し
て
道
徳
が
も
つ
改
革
的
力

量
に
着
眼
し
て
い
た
。
ミ
ル
の
着
眼
の
素
晴
ら
し
さ
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
私
は
思

う
。
道
徳
そ
れ
自
身
に
、
唯
一
の
真
の
社
会
変
革
の
推
進
力
を
見
い
出
し
た
の
は
、

功
利
主
義
か
ら
相
続
し
た
ミ
ル
の
、
ミ
ル
な
ら
で
は
の
、
慧
眼
の
寄
与
で
あ
る
。

ニ
コ
ル
ソ
ン
は
自
分
の
言
葉
で
そ
れ
を
伝
え
た
。

　

さ
て
、
ミ
ル
が
名
声
を
高
め
た
の
は
、
哲
学
者
と
し
て
「
論
理
学
」
（
一
八
四

三
）
と
「
経
済
学
原
理
」
（
一
八
四
八
）
を
発
行
し
て
か
ら
と
さ
れ
、
一
般
人
は

も
と
よ
り
、
と
り
わ
け
大
学
で
は
圧
倒
的
に
綿
密
な
勉
強
、
研
究
を
向
け
て
い
た
。

と
く
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
も
に
、
大
学
全
体
と
し
て
、
ミ
ル

は
古
典
と
し
て
扱
わ
れ
当
然
真
剣
に
学
習
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
具

判
と
し
て
は
没
後
に
は
じ
め
て
い
わ
ゆ
る
理
想
主
義
の
思
想
家
が
（
と
く
に
Ｔ
・

Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
が
代
表
）
登
場
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
逐
一
、
詳
細
に
立
ち
入
る

の
で
は
な
く
、
ミ
ル
批
判
の
特
長
を
把
握
す
る
よ
う
に
絞
っ
て
ゆ
く
分
析
方
法
を

と
っ
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
ペ
ー
タ
ー
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
の
論
文
は
、
ミ
ル
全
集
か
ら
学
ん
だ
も
の

に
基
い
て
い
る
と
と
も
に
、
ミ
ル
研
究
の
歴
史
的
集
積
に
立
脚
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
十
分
に
考
え
抜
か
れ
た
勝
れ
た
論
稿
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
逐
一
引
用
を
示
さ

な
い
が
、
根
拠
な
き
言
辞
は
一
語
も
な
い
。
そ
の
点
信
頼
に
価
す
る
と
思
う
。
全

五
章
よ
り
な
り
、
一
章
は
彼
の
学
問
的
特
長
。
二
章
は
「
自
由
論
」
と
「
女
性
の

隷
属
」
の
二
編
に
対
す
る
直
接
の
反
応
。
三
章
は
「
一
八
七
三
年
の
再
考
」
。
四

章
は
一
九
世
紀
の
後
半
。
五
章
は
「
む
す
び
」
と
あ
る
。
作
品
は
さ
き
の
二
編
を

と
り
そ
れ
に
つ
い
て
の
反
応
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
私
の
紹
介
は
「
自
由

論
」
に
重
点
を
お
く
の
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
な
お
一
八
七
三
年
は
ミ
ル
の
没
年
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
に
て
没
し
、
そ
こ
に
夫
妻
と
も
眠
る
。

　

ニ
コ
ル
ソ
ン
の
論
文
は
、
ミ
ル
が
若
い
と
き
に
、
論
理
学
や
哲
学
論
を
書
い
て

い
て
、
自
分
の
学
問
を
自
ら
に
立
ち
あ
げ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ミ
ル

の
学
問
の
特
長
の
第
一
が
そ
こ
に
あ
る
。
創
造
性
、
独
創
性
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

自
ら
の
経
験
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
知
識
を
も
っ
て
「
真
の
哲
学
」
に
仕
上
げ
る
の

を
決
定
的
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
道
徳
、
政
治
、
宗
敎
に
含
ま
れ
る

実
際
的
弊
害
を
見
逃
さ
ず
、
ま
た
過
大
視
を
せ
ず
、
さ
ら
に
実
際
か
ら
か
け
離
れ
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体
状
況
を
描
く
紹
介
は
今
は
省
く
が
、
当
時
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
が
ミ
ル
一
辺
倒

で
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
か
っ
た
。
例
え
ば
『
経
済
学
原
理
、
お
よ
び
社
会
哲

学
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
原
理
の
若
手
の
応
用
』
（
一
八
四
八
）
は
、
翌
年
か
ら
版

を
重
ね
、
四
九
、
五
二
、
五
七
、
六
二
、
六
五
、
お
よ
び
七
一
年
と
、
即
ち
七
版

を
重
ね
、
そ
の
度
に
改
訂
を
加
え
ら
れ
た
。
ほ
か
に
民
衆
版
、
文
庫
版
が
あ
っ
た

と
い
う
。
（
邦
訳
、
岩
波
文
庫
）
人
気
の
ほ
ど
は
、
述
べ
る
に
及
ば
な
い
。

　

ニ
コ
ル
ソ
ン
に
よ
る
と
、
ミ
ル
の
名
声
は
と
り
わ
け
大
学
に
お
い
て
、
一
八
五

〇
年
代
と
六
〇
年
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
多
く
の
次
代
の
研
究
者
や
世
論
指
導

者
が
育
っ
た
。
と
こ
ろ
が
政
治
上
の
文
章
は
「
つ
ぎ
は
ぎ
」
だ
ら
け

（Crochet

）
と
大
変
不
評
だ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
ミ
ル
の
秘
密
投
票
に
反
対

と
か
、
二
重
投
票
へ
の
讃
成
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
ミ
ル
が
没

し
た
年
の
数
多
い
ミ
ル
へ
の
投
書
の
な
か
か
ら
、
賛
嘆
と
と
も
に
き
び
し
い
批
判

の
声
を
も
掲
げ
て
い
る
。
ス
コ
ル
プ
ス
キ
氏
は
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
の
は

じ
め
を
ミ
ル
の
没
時
（
一
八
七
三
、
五
月
七
日
）
の
、
ヘ
ン
リ
・
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

（H
enry Sidgw

ick

）
の
手
紙
に
あ
る
、
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
い
こ
と
を
告
げ
る

文
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
ミ
ル
の
影
響
の
ピ
ー
ク
か
ら
衰
退
へ
の
転
換
を
示
す
手

紙
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
（
『
ミ
ル
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
』
一

頁
）
こ
の
転
換
は
日
と
と
も
に
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
行
っ
た
。
と
同
時
に
ニ
コ
ル

ソ
ン
は
、
ミ
ル
の
学
問
的
業
績
の
な
か
に
も
、
ミ
ル
の
哲
学
者
と
し
て
の
評
判
高

い
業
績
と
政
治
的
改
革
活
動
と
に
対
す
る
不
評
判
と
の
対
照
が
存
在
し
て
い
た
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
対
照
を
一
つ
の
謎
（
パ
ズ
ル
）
と
し
、
ミ
ル
に
対
す
る
論

評
の
特
色
と
み
な
し
て
と
り
あ
げ
、
点
検
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て

は
そ
の
う
ち
、
「
自
由
論
」
（
一
八
五
九
）
が
発
行
さ
れ
た
と
き
の
評
判
そ
れ
に

続
い
て
、
ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ル
・
グ
リ
ー
ン
の
ミ
ル
批
判
と
を
紹
介
し
、
両
者
に
対

す
る
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
の
評
価
を
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

「
自
由
論
」
の
発
刊
時
の
反
応

　

「
自
由
論
」
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
す
か
さ
ず
広
く
レ
ヴ
ュ
ウ
が
広
が
り
、
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　

「
自
由
論
」
が
発
行
さ
れ
る
と
、
広
汎
な
レ
ヴ
ュ
ウ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

く
り
拡
が
っ
た
・
Ｊ
・
リ
ー
ズ
（J.Reez

）
の
初
期
反
応
の
状
況
の
研
究
論
文
を

手
が
か
り
に
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
、
書
い
て
い
る
。
ミ
ル
の
論
文
は

今
度
は
早
々
と
「
古
典
」
の
地
位
を
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
二
十

世
紀
に
入
っ
た
。
「
一
般
に
み
と
め
ら
れ
る
よ
り
は
多
く
の
時
間
が
、
ジ
ャ
ー
ナ

ル
に
よ
っ
て
批
判
的
に
扱
わ
れ
た
。
」
い
わ
ば
こ
れ
が
、
英
国
の
レ
ヴ
ュ
ウ
の
普

通
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
（
今
日
に
も
妥
当
す
る
）
「
は
じ
め
の
称
讃
の
礼
儀
的

コ
ト
バ
（
必
ず
し
も
一
般
で
は
な
い
が
）
は
別
と
し
て
」
批
判
は
き
び
し
く
「
敵

意
」
さ
え
示
し
た
と
さ
れ
た
。
レ
ヴ
ュ
ウ
に
は
、
「
自
由
論
」
に
つ
き
、
し
ば
し

ば
現
れ
て
知
ら
れ
て
き
た
多
く
の
優
劣
点
や
疑
問
、
質
問
が
定
着
し
て
き
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。
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七
　
疑
問
の
要
点

　

ま
ず
「
一
つ
の
ご
く
簡
単
な
原
理
」
つ
ま
り
「
主
な
テ
ー
マ
」
（its m

ain 

term
s

）
が
ア
イ
マ
イ
で
、
莫
然
と
し
て
い
る
、
が
最
も
も
り
上
が
っ
た
。
：
ま

た
、self-regarding
とother-regarding action

つ
ま
り
自
己
（
主
体
）
の
配

慮
と
他
者
へ
の
配
慮
を
区
別
す
る
ミ
ル
の
言
葉
は
間
違
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
。

〔
第
四
章
の
セ
ル
フ
も
個
人
主
体
性
も
、
パ
ー
ソ
ン
（person

）
と
し
て
は
限
度

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
区
別
す
る
言
葉
は
誤
解
を
生
む
と
の
批
判
で
あ

る
。
〕
：
個
人
主
体
性
に
重
点
が
余
り
に
置
か
れ
す
ぎ
、
「
社
会
」
へ
の
注
意
が

薄
れ
て
い
る
し
、
個
人
が
擁
護
さ
れ
る
必
要
も
適
切
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
：

「
自
由
」
が
誤
解
さ
れ
、
何
か
否
定
的
に
（
勝
手
気
ま
ま
な
礼
儀
知
ら
ず
の
行
動

が
で
き
る
と
）
受
け
と
め
ら
れ
る
弱
点
は
あ
る
。
本
当
は
正
反
対
に
積
極
的
い
と

な
み
な
の
に
。
：
第
五
章
応
用
篇
は
大
変
問
題
だ
。
〔
な
い
方
が
よ
か
っ
た
の
で

な
い
か
。
〕
以
上
は
第
一
の
種
類
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
第
二
の
種
類
は
次
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
〔
こ
の
類
別
は
引
用
者
の
も
の
。
〕

　

そ
れ
は
当
時

0

0

の
重
大
な
こ
と
へ
の
対
応
に
対
す
る
ミ
ル
批
判
が
あ
る
。
そ
れ
は

い
わ
ば
旧
い
習
慣

0

0

0

0

と
し
て
定
着
し
て
い
た
も
の
、
現
状
に
お
け
る
欠
陥
が
発
生
す

る
と
、
こ
れ
に
対
症
療
法
的
に
元
に
戻
す
よ
う
に
直
す

0

0

。
こ
れ
が
一
般
で
あ
ろ
う
。

ミ
ル
は
こ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
対
応
を
出
す
。
当
時
の
新
聞
や
メ
デ
ア
の
批
判
は

こ
の
種
の
も
の
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
、
「
自
由
論
」
に
も
あ
る

よ
う
に
、
「
飲
ん
だ
く
れ
」
（
酩
酊
・D

runkenness

）
の
社
会
的
弊
害
に
た
い

し
て
は
一
般
に
立
法
に
よ
っ
て
禁
圧
す
べ
し
と
す
る
意
見
に
対
し
て
、
ミ
ル
は
原

則
的
に
反
対
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
敎
徒
や
メ
ソ

デ
ィ
ス
ト
敎
徒
を
ミ
ル
は
あ
げ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
奢
侈
、
娯
楽
、
快
楽
、
宗
敎

的
道
徳
感
情
な
ど
の
宗
敎
的
拘
束
を
及
ぼ
す
こ
と
に
、
ミ
ル
は
反
対
の
意
向
を
示

し
た
。
こ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
入
植
者
の
場
合
を
も
含
ん

で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
ミ
ル
批
判
は
、
き
び
し
い
だ
け
で
な
く
、
長
年
月

に
亘
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
の
ミ
ル
批
判
は
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、

女
性
の
社
会
的
差
別
の
改
善
に
当
っ
て
、
社
会
的
に
受
容
さ
れ
て
き
た
慣
例
の
回

復
に
目
標
を
置
く
視
点
と
、
ミ
ル
の
よ
う
に
根
本
的
に
旧
慣
そ
の
も
の
を
含
め
て
、

本
来
平
等
の
視
点
に
立
つ
か
の
視
点
と
で
は
、
さ
し
当
た
り
、
相
納
れ
な
い
と
こ

ろ
の
対
立
関
係
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
ミ
ル
自
身
は
、
旧
慣
回
復
〔
対
症
療
法
〕

的
視
点
と
そ
れ
に
基
く
批
判
が
、
自
由
や
個
人
主
体
性
の
伸
長
を
さ
ま
た
げ
る
か

傷
つ
け
る
と
み
な
し
た
。
つ
ま
り
進
歩
へ
の
支
障
負
担
と
な
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

こ
れ
は
文
明
社
会
に
あ
っ
て
は
、
旧
慣
と
個
人
的
自
由
の
拡
大
へ
し
た
が
っ
て
そ

の
た
め
の
セ
ル
フ
・
レ
ガ
ー
ド
〔
自
己
配
慮
〕
が
他
の
幸
福
を
傷
つ
け
な
い
限
り
、

調
和
さ
れ
同
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
し
か
る
に
野
蕃
〔
非
文
化
社
会
〕
に
あ
っ
て
は
、

知
的
道
徳
的
に
低
水
準
の
日
常
生
活
慣
行
と
思
考
と
理
解
。
判
断
能
力
の
限
度
が

あ
る
た
め
、
発
想
と
理
解
が
で
き
な
い
〔
届
か
な
い
〕
の
で
あ
る
。
以
上
で
第
二



山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
四
十
二
巻
第
一
号

五
四

の
種
類
の
批
判
の
紹
介
を
閉
じ
る
。
第
三
の
種
類
の
批
判
の
紹
介
は
世
紀
末
か
ら

二
十
世
紀
に
あ
ら
わ
れ
た
、
理
想
主
義
的
思
想
家
に
よ
る
批
判
で
そ
の
代
表
は
名

高
い
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
批
判
の
展
開

　

ミ
ル
「
自
由
論
」
に
つ
い
て
の
批
判
や
疑
問
に
関
す
る
第
一
種
類
と
第
二
種
類

に
属
す
る
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
急
速
に
充
実
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
ミ
ル
の

個
人
主
権
と
そ
れ
の
公
共
（
社
会
）
的
同
化
の
方
向
に
進
歩
す
る
内
容
の
理
解
が

納
得
で
き
る
筋
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ミ
ル
の
見
解
の
理
解
が
進
む
に
つ
れ
て
、

自
己
の
意
見
や
旧
慣
を
批
判
的
に
み
る
知
的
力
量
の
拡
大
を
伴
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
（1836 －

1882
）
の
場
合
は
ち
が
っ
て
い

て
、
ミ
ル
の
視
点
そ
の
も
の
へ
の
疑
問
に
根
ざ
す
批
判
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か

も
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
哲
学
的
・
政
治
的
な
側
面
の
新
し
い
潮
流
の

勃
興
を
代
表
し
て
い
た
。
Ｊ
・
ス
コ
ル
プ
ス
キ
氏
は
後
の
前
掲
の
編
著
の
な
か
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
の
過
渡
期
の
理
想
主
義
〔
観

念
論
〕
と
構
成
的
（
解
釈
的
）
自
由
主
義
は
、
政
治
的
に
は
社
会
主
義
と
社
会
民

主
主
義
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
認
識
論
上
は
、
現
実
主
義
、
論
理
的
実
証
主
義
、
普

通
用
語
の
哲
学
に
よ
っ
て
、
急
速
に
輝
き
を
失
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
頃
の
こ
の
よ

う
な
変
化
は
実
際
に
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
20
頁
）
と
。

　

ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ル
・
グ
リ
ー
ン
の
見
解
の
つ
ぎ
に
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
、

ミ
ル
の
見
解
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
自
ら
の
見
解
を
対
置
し
た
か
、
そ
の
内
容

を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
グ
リ
ー
ン
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
あ
り
、
ミ
ル
の
影

響
を
最
も
強
く
受
け
た
世
代
の
大
学
人
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
は
急
進
的
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
り
、
政
治
上
の
見
解
は
ミ
ル
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
哲
学

に
は
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
学
び
と
り
、
倫
理
・
論
理
で
は
ミ
ル
か
ら
離
れ
、

と
く
に
自
由
論
に
は
と
り
わ
け
是
正
が
必
要
な
部
分
が
あ
る
と
し
て
い
た
。
次
は

そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

ミ
ル
の
文
章
に
は
こ
う
あ
る
。
―
「
自
由
の
名
に
価
す
る
こ
と
自
分
な
り
の
や

り
方
で
自
ら
に
善
た
る
こ
と
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
他
人
か

ら
彼
ら
の
も
の
を
奪
う
こ
と
は
し
な
い
し
、
他
人
が
自
ら
に
求
め
る
努
力
を
妨
げ

た
り
は
し
な
い
限
り
で
あ
る
。
」
グ
リ
ー
ン
は
こ
の
文
に
つ
き
、
第
一
、
こ
れ
は
、

個
人
の
選
択
の
自
主
性
を
強
調
し
て
は
い
る
が
、
他
人
が
為
そ
う
と
選
択
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
道
徳
的
価
値
が
あ
る
点
は
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
〔
道
徳
の

向
上
に
は
協
同
行
為
が
必
要
あ
る
筈
で
な
い
か
と
の
意
味
〕
第
二
に
、
個
人
の
自

由
は
、
他
人
が
自
ら
の
自
由
を
果
す
の
を
援
助
す
る
任
務
を
割
愛
し
た
だ
け
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
人
は
他
人
も
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
が
、

他
人
を
援
助
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
て
は
い
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
グ
リ
ー

ン
は
、
他
方
で
、
真
の
自
由
は
ま
さ
に
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
真
の

自
由
の
た
め
の
機
会
を
他
人
に
与
え
る
こ
と
で
他
人
の
力
を
高
め
る
た
め
、
政
府

の
活
動
を
ふ
く
め
積
極
的
手
だ
て
を
す
る
の
が
自
分
た
ち
の
義
務
で
あ
る
、
と
論
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じ
て
い
る
。

　

右
の
論
点
を
さ
ら
に
進
め
た
の
が
グ
リ
ー
ン
の
有
名
な
一
八
八
一
年
の
講
義
で

あ
る
と
し
て
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
長
文
を
そ
れ
か
ら
引
用
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
要
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
「
自
由
立
法
と
契
約
の
自

由
」
と
題
し
て
い
る
。
彼
の
主
張
の
要
点
は
、
自
由
党
政
府
の
社
会
立
法
と
く
に

衛
生
、
敎
育
、
労
仂
條
件
に
関
し
た
立
法
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
長
く
望
ん
て
き
た

個
人
的
自
由
の
伸
張
を
押
え
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
か
し
い
。

何
故
な
ら
政
府
介
入
は
今
日
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
の
に
拘
わ
ら
ず
、
抑
制
し
て

い
る
と
做
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
国
家
介
入
は
自
由
そ
の
も

の
の
名
の
も
と
に
〔
含
ま
れ
て
い
る
ゆ
え
に
〕
正
当
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
は
グ
リ
ー
ン
の
説
の
解
明
に
実
例
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。
グ

リ
ー
ン
の
理
想
主
義
思
想
〔
観
念
論
〕
は
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
短
期
間
に
消
滅
す

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
後
続
の
数
多
く
の
ミ
ル
批
判

0

0

と
俗
流
化

0

0

0

〔
下げ

す種
な
狂

信
的
自
由
放
任
〕
に
陥
る
欠
陥
を
つ
き
と
め
る
役
に
立
つ
、
一
つ
の
モ
デ
ル
で
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ミ
ル
批
判
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ル
の
声
価
を
下
落
さ
せ
つ

つ
、
一
五
〇
年
続
い
た
。

　

グ
リ
ー
ン
の
「
真
の
自
由
―
人
間
が
備
わ
っ
て
い
る
機
能
の
十
分
な
作
用
」
と

い
う
説
は
、
ミ
ル
の
個
人
的
人
間
性
と
多
彩
化
の
発
展
と
い
う
目
標
を
、
解
説
し

て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
、
グ
リ
ー
ン
は
ミ
ル
説
の
何
が

し
か
修
正
を
こ
め
た
も
の
と
し
た
。
自
由
は
こ
こ
で
実
質
的
内
容
を
も
っ
て
現
れ
、

た
ん
に
抑
制
の
な
い
状
態
で
は
な
い
。
そ
し
て
国
家
は
、
自
由
の
達
成
に
至
る
條

件
と
機
会
を
一
般
的
に
提
供
す
る
と
い
う
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
解
説
す
る
実
例
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
に
つ
い
て
法
的
制
限
を
あ
げ

て
い
る
。
そ
の
立
場
は
酩
酊
に
よ
る
損
傷
を
さ
け
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
グ

リ
ー
ン
は
、
す
べ
て
の
人
の
積
極
的
自
由
の
た
め
に
、
業
者
の
契
約
の
「
消
極

的
」
自
由
を
制
限
す
る
ケ
ー
ス
と
し
た
。
こ
の
時
ミ
ル
の
名
は
出
し
て
い
な
い
が
、

彼
へ
の
反
論
と
な
っ
て
い
た
。
さ
て
当
時
酩
酊
は
、
近
隣
の
他
人
に
傷
害
を
及
ぼ

す
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
で
は
、
そ
の
人
一
人
に
関
す
る
悪
徳

（vice

）
と
看
做
す
習
慣
（fashion

）
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
飲
み
す
ぎ
る

0

0

0

0

0

と

い
う
の
は
、
な
に
か
の
制
約
〔
限
度
〕
を
も
っ
て
そ
の
人
に
押
へ
が
な
い
と
き
は

他
人
に
何
ら
か
の
傷
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
常
識
で
あ
る
。
だ
と
す

る
と
、
一
家
の
家
長
ら
の
酩
酊
（
の
ん
だ
く
れ
）
は
家
族
員
に
は
貧
困
や
生
活
内

容
の
低
下
と
な
り
、
街
角
の
飲
み
屋
（a drink-shop

）
の
存
在
は
そ
の
通
り
に

あ
る
家
族
の
戸
長
た
ち
の
「
飲
ん
だ
く
れ
」
に
つ
な
が
る
。
―
こ
れ
が
原
則
と
い

う
も
の
で
な
い
か
。
…
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
こ
そ
、
大
き
く
拡
が
っ
て
い
る
社

会
悪
が
存
在
し
て
い
る
。
社
会
が
そ
の
気
に
な
っ
て
店
を
開
く
こ
と
を
抑
え
る
立

法
措
置
を
講
ず
る
な
ら
、
住
民
の
享
受
す
る
積
極
的
自
由
を
大
巾
に
拡
大
す
る
よ

う
に
救
助
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
グ
リ
ー
ン
の
主
張
の
根
底
に
あ
る
発

想
基
盤
で
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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グ
リ
ー
ン
の
こ
の
よ
う
な
発
想
の
特
長
は
何
か
？　

ニ
コ
ル
ソ
ン
は
次
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
の
思
考
は
、
ミ
ル
と
同
様
、
経
験
主
義
で
あ
っ
た
。

〔
観
念
的
な
の
は
一
部
で
あ
る
〕
し
か
し
、
彼
の
こ
こ
で
の
課
題
の
取
り
上
げ
方

は
、
便
宜
（expediency

）
に
乗
っ
て
い
た
（
解
決
を
即
座
に
求
め
る
）
の
を

第
一
と
し
た
。
同
時
に
、
そ
の
と
き
、
自
由

0

0

の
実
質
的
で
社
会
的
性
質
を
考
え
た

場
合
、
ミ
ル
以
上
に
国
家
活
動
の
介
入
の
方
向
に
考
え
た
方
が
よ
い
と
、
グ
リ
ー

ン
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
は
著
書
の
出
版
は
少
い
な
か
で
早
く
没
し
た

こ
と
も
あ
り
、
彼
の
学
生
で
あ
っ
た
後
継
者
に
よ
っ
て
、
一
層
ミ
ル
と
の
対
照
が

明
瞭
に
な
る
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
。
そ
の
一
例
が
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ボ
ザ
ン
キ
ト

（Bernard Bosanquet,1848 －
1923

）
が
い
る
。
こ
の
人
も
大
学
敎
授
と
な
り
、

著
書
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
、
「
国
家
の
政
治
理
論
」
（T

he P
olicical 

T
heory of State,1899

）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
紹
介
は
し
な
い
が
、

二
点
だ
け
指
摘
し
た
い
。
グ
リ
ー
ン
の
発
想
の
特
長
を
一
層
際
立
た
せ
る
の
に
資

す
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
自
己
配
慮
行
動
の
理
解
が
あ
る
。
ミ
ル
は
セ
ル
フ
・
リ
ガ
ー
ド

行
為Self-regarding action

は
何
度
も
用
い
た
常
用
語
で
、
文
章
的
に
重
要
な

用
語
で
あ
る
。
私
の
責
任
で
解
説
を
の
べ
た
い
。
セ
ル
フ
・
レ
ガ
ー
デ
ン
グ
は
、

個
人
主
体
性
の
主
権
の
養
育
・
充
実
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
自
身
道

徳
の
向
上
・
充
実
を
も

0

0

意
味
し
て
い
る
。
モ
ラ
ル
は
単
独
の
人
一
人
で
結
ば
れ
つ

く
り
上
げ
ら
れ
る
作
法
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ミ
ル
は
、
個
人
主
体
性
も
モ
ラ
ル
も

公
共
性
（public

）
を
つ
く
っ
て
い
る
と
み
て
い
た
。
「
自
由
論
」
の
ミ
ル
の
言

葉
に
、"any individual's particular or public"

、"the absolute social 

right of every individual"

（Stefan C
ollini ed, op.cit.,pp.80,83,89

）

"personal concern of individual"

な
ど
が
あ
り
、
個
人
主
体
性
そ
の
も
の
も
、

ま
た
セ
ル
フ
も
他
者
と
の
か
か
わ
り
あ
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
て
、
「
そ
の
人
の

み
」
「
己
の
み
」
を
越
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
ボ
ザ
ン
キ
ト
は
、
ミ
ル
は
自
己
配
慮
と
他
者
配
慮
を
区
別
し
て
い
る
。

つ
ま
り
自
己
を
（
個
人
も
）
お
の
れ
一
人
を
指
し
て
い
る
と
強
辯
し
て
、
区
別
す

る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
個
人
の
生
活
の
中
心
は
、
自
己
の
内
部

に
と
じ
こ
も
る
の
で
な
く
社
会
の
負
担
や
役
割
を
よ
り
よ
く
果
す
こ
と
だ
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
セ
ル
フ
も
個
人
も
社
会
的
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
国
家
や
立
法
は
そ
の
と
き
に
、
旧
慣
や
そ
の
引
き
お
こ
す
弊
害
を
の
ぞ

き
、
よ
り
良
い
状
態
に
進
め
る
援
助
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
や
法
律

は
、
自
由
と
対
立
し
た
も
の
と
断
定
で
き
な
い
。
自
由
と
は
制
約
な
き
状
態
だ
け

に
止
ら
ず
実
質
的
貢
献
は
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
自
由
を
そ
れ
自
身
で

実
質
的
に
機
能
で
き
る
も
の
と
み
て
、
グ
リ
ー
ン
と
同
じ
方
向
に
俗
流
化
し
た
理

念
に
道
を
開
い
た
。
つ
ま
り
旧
慣
す
な
わ
ち
現
状
か
ら
、
特
に

0

0

抜
け
出
し
て
の
勝

手
な
振
る
舞
い
が
、
現
状
に
更
生
を
導
く
限
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
し
て
い
た
。
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グ
リ
ー
ン
の
ミ
ル
批
判
の
評
価

　

で
は
次
に
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
説
の
ま
と
め
の
評
価
を
紹
介
し
た

い
。
私
は
そ
の
評
価
を
土
台
と
し
て
私
な
り
の
ま
と
め
を
導
き
出
す
手
が
か
り
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
期
待
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
は
ミ
ル
の
哲
学
と
政
治
理
論
を
批
判
に
の
せ
た
。
し
か
し
彼
は
ミ
ル

の
原
理
を
全
く
否
定
し
て
そ
れ
に
代
る
も
の
を
出
そ
う
と
し
た
の
で
な
く
、
そ
の

時
点
で
の
出
来
ご
と
と
か
、
あ
る
い
は
特
定
の
地
域
的
特
性
に
関
す
る
限
り
に
お

け
る
自
ら
の
対
案
を
、
さ
も
批
判
め
か
し
て
、
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

提
起
が
ミ
ル
の
見
解
に
副
う
こ
と
も
副
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
は
起
り
え

よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
、
さ
ら
に
論
述
を
進
め
、
ミ
ル
の
哲
学
（
自
由
論
）

に
よ
っ
て
確
立
し
た
も
の
は
、
今
後
の
研
究
の
前
提

0

0

（
入
門
的
仮
説
）
に
当
る
も

の
で
あ
る
。
今
後
に
提
起
さ
れ
る
制
度
と
か
條
項
な
ど
学
問
的
調
査
に
任
ね
ら
れ

る
の
を
正
当
で
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
が
選
択
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
う
し
た

と
き
の
調
査
検
討
は
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
は
オ
ー
プ
ン
に
さ

れ
自
由
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
る
。
ミ
ル
の
理
論
が
い
つ
ま
で
も
効
力
性
を

保
つ
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。

　

右
の
評
価
は
正
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
私
は
人
を
納
得
さ
せ
る
の
に
は
、
呑

足
ら
ず
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
彼
の
意
見
を
補
足
す
る
試
み
と
し
て
、
次
の

二
点
を
書
き
加
え
る
。

一
、
ミ
ル
の
見
解
に
つ
き
、
時
期
、
地
域
、
人
種
な
ど
の
違
い
か
ら
、
具
体
的
問

題
の
扱
い
に
つ
き
異
説
と
批
判
は
あ
り
う
る
が
、
彼
の
個
人
主
権
性
と
そ
の
拡
充

機
能
と
し
て
の
自
由
論
を
否
定

0

0

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
民
主
権
と
し
て
の
個

人
主
体
性
は
文
明
社
会
の
到
達
し
た
最
高
の
文
化
で
あ
っ
て
、
普
遍
的
価
値

0

0

0

0

0

を
も

つ
か
ら
で
あ
る
。
文
明
社
会
で
は
、
観
念
論
〔
理
想
主
義
〕
的
自
由
主
義
者
と
し

て
の
前
掲
の
グ
リ
ー
ン
、
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ス
自
由
主
義
者
デ
ュ
ー
イ
、
ア
メ
リ
カ

自
由
主
義
論
者
ハ
イ
エ
ク
、
世
紀
の
転
期
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
ダ
イ
シ
ー
、
レ
ズ

リ
・
ス
テ
ブ
ン
が
多
か
れ
少
な
か
れ
異
論
と
批
判
を
も
っ
た
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
百
年
余
り
の
空
白
の
あ
と
、
二
十
世
紀
七
、
八
〇
年
代
か
ら
新

た
な
活
力
を
も
っ
て
、
ミ
ル
の
学
説
は
再
興
し
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
学
者

と
し
て
、
ポ
パ
ー
、
ア
イ
ザ
イ
ア
、
バ
ー
リ
ン
そ
し
て
名
声
の
高
い
ロ
ー
ル
ズ
が

あ
る
。
だ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ル
全
集
の
編
集
に
結
集
さ
れ
た
研
究
者
は
ミ

ル
本
来
の
哲
学
・
政
治
思
想
を
深
め
る
点
で
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ
、

異
説
・
批
判
を
分
析
・
評
価
す
る
任
務
を
も
果
さ
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
英
米
の

政
治
に
思
想
上
の
補
給
も
果
し
た
。

二
、
ミ
ル
の
哲
学
と
政
治
理
論
は
西
欧
文
明
社
会
を
舞
台
と
し
て
到
達
し
て
い
る

し
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
前
途
へ
の
展
望
も
至
当
な
論
理
の
順
序
を
追
う
形
で
、

で
き
る
の
で
あ
る
。
西
欧
と
異
な
っ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
文
明
社
会
に
到
達
し

て
い
な
い
非
文
明
社
会
の
ゆ
え
に
、
ミ
ル
理
論
を
そ
の
ま
ま
に
受
容
で
き
な
い
か
、

も
し
く
は
全
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
お
こ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
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け
る
問
題
提
起
で
あ
る
。
例
え
ば
非
文
明
社
会
に
あ
っ
て
、
政
治
は
、
専
制
政
治

の
下
に
、
公
開
、
自
由
・
平
等
と
民
主
主
義
と
人
権
承
認
は
敵
視
さ
れ
弾
圧
さ
れ

て
き
た
。
敎
育
・
研
究
の
自
由
、
表
現
・
情
報
・
国
際
交
流
な
ど
の
自
由
は
厳
し

く
抑
圧
さ
れ
て
き
た
た
め
、
ミ
ル
の
論
述
の
紹
介
と
導
入
は
弾
圧
さ
れ
、
そ
れ
ゆ

え
に
内
容
の
理
念
は
低
い
水
準
に
圧
迫
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
地
域
生
活

文
化
を
土
台
に
人
権
意
識
の
発
想
も
理
解
も
生
ま
れ
え
な
い
。
次
章
は
非
文
化
社

会
は
ど
の
よ
う
な
地
域
生
活
文
化
の
発
達
と
い
う
ゆ
り
か
ご

0

0

0

0

を
用
意
す
る
こ
と
で
、

個
人
主
体
性
の
発
想
と
自
覚
へ
の
自
力
配
慮
の
準
備
で
き
る
の
か
を
考
察
し
て
み

よ
う
。

（
注
）
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２
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仂
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。
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What is the True Task of John S. Mill’s On Liberty (1859)

Yoshizo MORI

 Shortly after the end of the Cold War, social studies of liberalism, democracy and other 
political sciences rapidly emerged mostly among university-social researchers.

Such a, so to speak, 'Mill's Recovery' or 'Mill Renaissance' has eventually led to the project of 
a complete collection of Mill's works and other many writings. Such a large-scale project was 
achieved with so many researchers' prominent editorial help in each of the 33 volumes that 
make up the collection. The Collected Works of J. S. Mill is, certainly, an epoch-making project in 
the academic world. We should begin 'Mill study' as a beginner, I think. 






